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カラー写真6．第82次調査出土土器

カラー写真7．SEO21井戸跡出土長頸壷
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現在、国際化の流れの中で、アジア地域により一層開かれた国際都市を目指し、まち

っくりを進めている福岡市は、古くからアジア大陸との交流を通じて発展してきました。

本市では、この交流を物語る文化財の保護、活用に努めていますが、開発によりやむを

得ず失われていく遺跡については、記録保存のための発掘調査を行っています。

本書は博多区比恵遺跡群内の開発事業に先立って行われた第82次発掘調査を幸陪す

るものですO調査の結果、弥生時代から中世における遺構および遺物が発見され、当時

の生活を復元する上で多大な成果を挙げることができました。

最後になりましたが、発掘調査から整理、報告に至るまでの、費用負担などのご協力

を賜りました株式会社レッドキャベツ様をはじめとする関係者の方々および地元の方々

には多大など理解とご協力をいただきました。ここに感謝の意を表すとともに、本書を

文化財保護や普及、教育などに活用していただければ辛甚に存じます。

平成16年8月31日

福岡市教育委員会

教育長　生田征生



例　　言

1．本書は福岡市教育委員会の指導のもと、2003年5月6日から2003年8月14日にかけて、

岡三リビック㈱埋蔵文化財調査室が実施した、㈱レッドキャベツの店舗建設に伴う比恵遺跡群の
第82次発掘調査の報告書である0

2・本書の執筆・編集は堀苑孝志・中山浩・天野直子・入江俊之が分担して行った。

3・遺構の実測図は中山．入江が行なった。

4・遺物の実測図は天野・平野由紀子．柏原正人・佐田裕一・中下まり江が行なった。

5．遺構・遺物のトレース図は、AdobeI11ustratorlOを使用し、松尾祥子・倉園眞記が行った。

6．遺構、遺物の写真は中山が撮影した。

7．遺構及び遺物の色調については、『新版標準土色帖2002年版』を基準にした。

8．遺構番号は調査区内で連番をつけ、遺構の略号を冠して呼称する。遺構の略号は以下の通りで
ある。

掘立柱建物　SB・竪穴住居跡　SC・溝　SD

柱穴、小穴　SP・その他　SX
井戸　SE・土坑　SK

9．方位は磁北であり、真北から6。21′西偏する。

10．本報告書に係わる図面、写真、遺物等は、『埋蔵文化財の整理・収蔵要項』福岡市教育委員会

1994年に従い、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵・保管する。

凡　　例

1．遺構平断面図の見方

①・基本土層は2種類の、トーンによって

分けられる

②．井戸跡の断面図における出土遺物は投

影図とする

鳥栖ローム層

八女粘土層

2・遺物実測図の見方

断面にトーンのあるものは須恵器を表す

丹塗り

器面のトーン

黒色
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Ⅰ．はじめに

1．調査に至る経緯

平成15年3月20日に、㈱レッドキャベツの代表取締役社長・岩下義之氏より、福岡市博多区博

多駅南6丁目9番地7号（総面積6611．99㎡）について、店舗建設に係る埋蔵文化財事前審査願が

提出された（事前審査番号14－2－899）。当該地は周知の埋蔵文化財包蔵地である比恵遺跡群に含まれ

ており、申請地周辺においても埋蔵文化財発掘調査が多く行われてきた地点である。これを受けた埋

蔵文化財謀では、平成15年3月24日に試掘調査を行い、対象地内において遺構が存在することが

明らかになった。このため事業者と埋蔵文化財課で、埋蔵文化財の取り扱いについて協議がなされたO

この結果、事業地内において地下に掘削が及ぶ範囲について、記録保存のための発掘調査を行う合

意を得ることができた。しかし埋蔵文化財課が発掘調査に着手する時期と、事業者の工事日程に調整

が困難な事態が生じた。そこで民間調査機関である岡三リビック㈱埋蔵文化財調査室が、㈱レッドキャ

ベツの調査委託を受けて発掘調査を受託することになり、㈱レッドキャベツ、岡三リビック㈱埋蔵文

化財調査室、福岡市教育委員会の三者間で、適正な発掘調査を実施するための協定書が取り交わされ

たOまた、福岡市教育委員会の指導のもと、岡三リビック㈱埋蔵文化財調査室が発掘調査を行うこと

になった。発掘調査は平成15年5月6日から開始し、同年8月14日に終了することができたO整

理作業および報告書作成は、調査終了後に開始し、平成16年8月31日に報告書を刊行した。

なお、現地で調査を行うにあたり、ど理解と多大な協力をして頂いた事業者関連各位、および指導

を賜った諸氏には、ここに記して感謝の意を表したく思います。

池崎譲二・岩下義之．久住猛雄・田上勇一郎．田中語夫．常松幹雄・長家　伸・堀田正道・吉留秀敏

山口讃治．山崎純男・米倉秀紀

福岡市教育委員会埋蔵文化財謀・福岡市埋蔵文化財センター・㈱レッドキャベツ・㈱流通企画イスク

㈱都市資源開発・㈱友清商店

2．調査体制

事業主体（調査委託）

調査主体

調査担当（調査受託）

調査員　　　堀苑孝志

中山　浩

入江俊之

㈱レッドキャベツ

福岡市教育委員会

岡三リビック㈱埋蔵文化財調査室

（埋蔵文化財調査室　室　長）

（埋蔵文化財調査室　研究員）

（日本大学大学院博士課程前期　現埋蔵文化財調査室　研究員）

天野直子（埋蔵文化財調査室　研究員）整理作業のみ

柏原正人（埋蔵文化財調査室　研究員）整理作業のみ

調査作業　加治久住・菊渾将憲．城戸一郎・倉園眞記・黒木三千夫・柴田徳平・城　僚太郎

中下まり江．浜　梨里子・古周　溝・守屋寛志．安富文雄

整理作業　平野由紀子・佐田祐一・倉園眞記・中下まり江．松尾祥子

1



Ⅱ・遺跡の概要

1．遺跡の立地と環境

比恵遺跡群が所在する福岡平野は博多湾に画し、海浜．砂丘・潟・沖積低地・段丘・丘陵・山地と

多様な自然環境を内包している。長い歴史の中では、海岸部における環境の変化が最も著しく、海進・

海退や砂丘の形成などが絶えず行われてきた。また内陸部も河川による侵食や堆積作用がみられ、こ

うした環境の変化が先人の営みを、大きく左右してきたことは言うまでもない。

比恵遺跡群はこの平野のほぼ中央に位置し、北西から流れる御笠川と那珂川に挟まれた台地上にあ

るO基層は花崗岩の風化礫層を基盤とし、その上に粗砂・柵砂・シルトが堆積する。さらに上層は阿

蘇火砕流による、八女粘土層と鳥栖ロームで形成され、遺構はこのローム面で確認されることになる。

標高は5～11m前後を測り、古くは北．東．西側には多くの開析谷が形成され、所謂、八つ手状の

景観が望めたものと考えられる。しかし戦前の区画整理や近年の市街地化により、著しく平坦化され

た現状に往時の面影を見出すことは困難となっている。それでも比恵遺跡群の占めている総体的地形

を眺めれば、4kmほど南側の春日丘陵を起点として連なる、緩やかな起伏の延びきった北端にあたる

ことを理解できるはずである。

2．遺跡の歴史的背景

今回で第82次を数えることからも、頻繁に発掘調査が行われてきたことが物語られている。内在

する遺跡の時代も旧石器から中世にかけてと幅広く、また遺構及び遺物の密度も高いと言える。

各時代の概略を見ておくと、旧石器時代はナイフ形石器が出土し、縄文時代も土器が出土している

が、いずれも僅少な量である。

しかし弥生時代になると、福岡平野の中心的役割を担っていたことが窺え、急激に密度を増すこと

になる。その変遷は、まず前期において、台地の北側と西側に集落が出現することにはじまる。中期

には集落は、台地全体に広がる様相をみせる〇第40・42次調査では、青銅鋳型と取瓶が出土してい

る。さらに57次では板状の鉄製品が発見されており、素材の可能性が指摘されている。こうしたこ

とから、生産活動も行われていたことが推察される。

ここで同時代の遺跡をもう少し視野を広げて探すと、比恵遺跡群の南東には那珂遺跡群が続き、東

から入る浅い谷地形を境とし、合わせると約130haの広域にも及ぶ。さらに南側には五十鈴・井尻

遺跡群、板付遺跡など他にも多くが続く。また御笠川を挟んだ対岸側にも、雀居遺跡をはじめ複数の

遺跡が点在している。春日丘陵まで眼を転じれば、奴国の中心地であり、その権力者を埋葬したと考

えられる須玖岡本遺跡や、これを取り巻く多くの遺跡群が知られる。

古墳時代も相変わらず営みは継続していくが、後期になると大型建物群やこれに伴う柵が認められ、

「那津宮家」の可能性が指摘されている。しかしこれ以降においては、那珂遺跡群の方にこうした官

衛的機能が移行していくらしく、瓦・硯・貿易陶磁器をはじめ密度の多寡が運転する傾向が認められる。

以降の中世においては、那珂郡比恵村の地名が認められることより、村落が営まれていたものと思

われるが、かつての盛況をそこに見出すことは難しいようである。
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Fig・2　調査区位置図－1



（1／2，000）

Fig．3　調査区位置図－2
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Ⅲ．発掘調査の記録

SEOOl　井戸跡

掘り込みの平面形態は、長径約1．0m、短径約0．9mを測り、楕円形を呈する。確認面からの深さ

は約1・1mを測り、壁はやや緩やかに立ち上がる。八女粘土層には確認面から約0．8mの深さで達し

ているO

出土遺物は、中層から下層にかけて弥生土器片、礫等が多数出土している。埋土中から弥生時代後

期に属すると考えられる甕の口縁部（001）、さらに下層からは弥生時代後期に属する壷（002）が、

ほぼ完全な形で出土している。

一「＿－

A　　　　　　　　　　　　　　　　卓帥

1．黒褐色土10YR3／1しまり有り　粘性有り

2．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　　ロームブロックを含む

3．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性やや有り　ロームブロック・粘土ブロックを少量含む

0　　　　　　　　　　　　　　1m

111－、；　　　　　；（1／40）

Fig．5　SEOOl遺構平断面図

一　　　　　一　　．J m一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　．1．－．－　　　　　　－－　－　－　－－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一一一一一一一－．

0　　　　　　　　　10cm

ヒ＝⊂＝＝＝Ⅰ：：二っ：：：：∃（1．′6）

Fig．6　SEOOl出土遺物実測図

遺 物 番 号 層 位 器 種
法 量 （0m ）

色 調 特　　　 徴 時 期

口 径 底 径 器 高

0 0 1 埋 土

弥 生 土 器

（3 2．8） 1 3．3
にぷ い 橙

口縁 部か ら胴部の上部まで残存。頸部 には突帯 が巡 る。外面胴部は

パ ケ El、内面胴部はヘラ削 り。口縁部はハケ昌後 、横 ナデ。胎土は
弥 生 後 期

甕
7・5 Y R 6／4 砂粒 を含む。

0 0 2 下 層

弥 生 土 器

2 2 ．0 7．9 3 9．4
浅 黄 橙

口縁か ら頸部を慄かに欠損するが、ほぼ完形の複合1－，－1縁壷。頸都 の

付け根 と胴部 に突帯が巡る。内外一面ともハケ 1■抽 3施され、L l縁部の
弥 生 後 期

二土ゴ宝巨
7 ．5 Y R 6 ／4 外面 はパ ケ目、 内耐 ま指頭圧痕が減 る。胎士は砂粒を含む。

（）内の数値は推定の法吊、〔〕内の数値は賎存部の似11を表す

Tab1．SEOOl出土遺物観察表
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SEOO2　井戸跡

掘り込みの平面形態は、直径0．8mを測り、ほぼ円形を呈する。確認面からの深さは約1．0mを測る。

壁は鹿部に向かうに従って先細りとなり、八女粘土層までは達しない。当遺構は周辺の井戸と比較し

て、やや小規模で浅いものの、全体の形状からして井戸と考えた。

出土遺物はなく、時代は判然としない。

1－－－

1．黒褐色土lOYR3／2　しまり強　粘性弱

2．黒褐色土10YR3／2　しまり強　粘性弱　ローム粒・ブロックを多量に含む

3・黒褐色土　7．5YR3／2　しまり有り　粘性有り　ローム粒を微量含む

4．黒褐色土　7．5YR3／2　しまり有り　粘性強　ローム粒を微量含む

5．黒褐色土　7．5YR3／2　しまり弱　粘性有り

0　　　　　　　　　　　　　　1m

；－l1－　5　　　　　　田1／40）

Fig．7　SEOO2遺構平断面図

SEOO3　井戸跡

掘り込みの平面形態は、直径約0・9mを測り、やや歪な円形を呈する。確認面からの深さは約

1・9mを測る。壁は東壁がややオーバーハングするのを除いて、ほぼ垂直に立ち上がる。八女粘土層

には確認面から約0・7mの深さで達している。

出土遺物は上層から中層にかけて僅かに出土する。下層からは弥生時代中期末頃に属する土器片と、

接合して完形になる赤色顔料を施した壷（024）と、器台（033）が出土する。また大型の甕（019）

も接合したところ、胴部下半分が欠損しており、井戸に付設した用途も考えられる。

650m B

1．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　ロームブロックを多量に含む

2．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　ロームブロックを少量、小礫を微量含む

3．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　ロームブロックを少量含む

4．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り

。　　　　　　　　　　　　　　1m

2　－11一　言　　　　　　言（1／40）

Fig・8　SEOO3遺構平断面図



009

9

10cm

Fig．9　SEOO3出土遺物実測図－1



10

0　　　　　　　　10cm

i　一　一　一l　一一j（1／6）

（この縮尺は010のみ）

010

013

10cm

016

Fig・10　SEOO3出土遺物実測図－2



25cm

；　一　　一　　土一　一　一一一二］（1／10）

（この縮尺は019と020のみ）

三■
1。cm

Fig．11SE003出土遺物実測図－3
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Fig．12　SEOO3出土遺物実測図－4



遺物番号 層位 器 種

法 量 （cm ）
色 調 特　　　 徴

縁部から胴部が残存。外面はハケ目、内面は横方向のへラ削り、

口縁部はハケ目。

や　　　　　　　　　　　　6売　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一小

時 期

口 径 底 径 器 高

0 03 下層

弥生土器

甕

（3 1．6） 〔19．8〕

口

橙

2．5Y R 6／6

弥生中期

00 4 下 層

弥生 土器

甕

8．9 〔19．2 〕

月

にぷ い橙　 菖

7 ．5Y R 6／4

同部から鹿部が残存。外面は縦方向のハケ目、内面はナァ。内面底

βには煤が付着する。 弥生 中期

00 5 下層　 血

弥生土器

甕

1 1・7 〔15 ・2〕

月

橙

7・5Y R 7／6

同部から鹿部が残存。鹿部に焼成後の穿孔がある。外面はハケ目、

内面はナデ。鹿部付近に指頭圧痕が残る。

／1　　　一一や　　　　立

弥生 中期

0 06 下層

弥生土器

甕

8．5 〔12．5〕
にぷい橙 ’

7．5Y R 6／4

胴部から鹿部が残存。外面はハケ目、内面はハケ目後ナァ。底言附

近に指頭圧痕が残る。 弥生中期

00 7 下層

弥 生土器

甕

10 ．3 〔16．0〕
にぷい橙

7 ・5Y R 6／4

胴部から鹿部が残存。外面はヘフ削り、内面はヘフ削りとナァ。底

部付近に指頭圧痕が残る。

小　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 －．や　　　⊥ム　　　　　ー　　臆

弥生 中期

008 下層

弥生土器

甕

8．8 〔28 ・6〕
にぷい赤 褐

5YR 5／4

胴部から鹿部が残存。外面はハケ目、内面はナァ。鹿部中央には焼

成後の穿孔がある。

、′　　　　　　　　　　　　　　　　　 立　　、　や　　‾や

弥生 中期

0 09 下層

弥生土器

甕

10．7 〔14．1〕
にぷい黄橙

10 Y R 6／4

胴部から鹿部が残存O 外面は粗いハケ目、内面は鹿部付近がナァ、

胴部がハケ目。内面に炭化物が付着する。

点 、 兜廿 や　免　　　 如意3 1 1塞’昭　　 赤色

弥生 中期

0 10 下層

弥 生土器 ．

〔2 5・8 〕
明赤褐

胴部のみ残存。M 子状の天印が3 荒、刻目契印カ 1 米巡る。′、

顔料は上部から最下段のM 字状突帯まで塗布され、以下は部分的
、一一ヽ1

弥生中期

甕
2・5Y R 5／6 な付着。外面は縦方向のヘラ磨きで暗文が施される。内面はナァで、

球革み痕に沿って爪痕が残る。

0 11 下層

弥生土器

甕

（3 3．2） 〔12・0〕
橙

5Y R 6／8

口縁部付近のみ残存。胴部は外面が縦方向のパケ調整、内面はヘフ

削り。田縁部は横ナデ。

・　　　　 小　　　　　 ㎡　立 ’　　　 ‾や　内

弥生中期

0 12 下層

弥生土器

甕

（34 ．2） 〔22．0〕
にぷい赤褐

5Y R 5／4

外面は摩滅しているが、ハケ目が施され、口縁口附 近は横ナァ。

面は上位はへラ削りが施されるが、下位は摩滅のため不明瞭。

玉　　 、　　　　　 一立　　　　 寸〟　　　　　　　　　　 ま横方向

弥生 中期

0 13 下層

弥 生土器

甕

（3 1・8） 〔9 ．2〕
にぷい黄橙

10Y R 7／2

口縁部付近のみ残存。胴部は外面が縦方向のパケ目、釉副　　 田

のハケ目が施される。口縁部は横ナデ。 弥生中期

0 14 下層

弥生土器

甕

（9．0 ） 〔14 ．3〕
にぷい黄橙

10Y R 7／2

鹿部付近のみ残存。底部は平底で、穿孔有り。外面はハケ臥 内面

はへラ削り後、ナデ。

、一　　　　　　 立　　　　　　　 Jノ　　　　 ‾小　　　 は胴立

弥 生中期

β

0 15 下層

弥生土器

甕

9．9 〔14・0〕
にぷい黄橙

10Y R 6／4

鹿部付近のみ残存。鹿部は平底。外画は縦方向のナァ、内面　 田口

がヘラ削り、鹿部はナデ。

、　　　 ユ　　　 ー立　　　　 小玉ノ　　　　　　　　　　 ㎡一　’ ま

弥生 中期

0 16 下層

弥 生土器

甕

伽Ⅱ（32．6） 〔10．8〕
にぷい赤褐

2 ．5Y R 5／4

口縁部付近のみ残存。胴部は外面が縦方向のパケ臥 口縁付近乙ノ

ケ後、横ナデ。内面はへラ削り、口縁部はパケ後、横ナデ。

、　 ．周一　　有－　　　　　　　　　　　　　　　　　 ‾削り

ヽ

弥生中期

0 17 中層

弥生土器

＝こ土こご望

10．9 〔13．0〕
橙

7．5Y R 6／6

鹿部付近のみ残存。鹿部は平底。外面は下から上方向へのヘフ目

内面はナデO 指頭圧痕有 り。鹿部は僅かに上げ底となっている。

Ⅰ．　 ．l一 ．L l　　 mi・　 Ⅲ｛ぶ出田曲－．． 六　　 、　 ．こ飢

。

弥 生中期

ま

0 18 －下層

弥生土器

甕

11．0 〔1 1．3〕
にぷい橙

7・5Y R 6／4

鹿部のみ残存。底部は平底で、僅かに上げ底とよってしる。外面

へラ削りのような丁貝痕が一郎に残るが、不明瞭。内面はなで調整
指頭圧痕有り。胎 上には粕い砂粒が混じる。外面の．・部に煤の情

あ り。

l

討 弥生 中期

（）内の数値は推定の法吊、〔 〕内の数値は残存汚；の法相を表す

Tab2．SEOO3出土遺物観察表－1
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遺物番 号 層佐 日
法 量 （0m ）

色 調 特　　　 徴 時 期口 径 底 径　 器 高

0 19 下層

弥生土器

〔46 ．6〕
橙

大型甕の口緑部付近から胴部のみ残存。突帯が3 条巡る。外耐

磨滅が著 しく、調整は不明。内面はハケ目が施される。胎士は粗在
ま

沙
弥生中期

甕 7．5Y R 6／6 粒を含む。

020 下層

弥生土器

細く　67．8 1 1．5 7 1．9
にぷい橙

大型の壷。田縁部は鋤型を呈し、先端に刻目を施す。頸部の付け根

と胴部に刻目を持つM 字の突帯が巡り、肩部には突帯の痕が残る
。弥生 中期

＝±ご宜巨
7．5Y R 7／4 内外面とも胴部はナデ、外面鹿部付近はハケ目。

02 1 下層

弥生土器

．＝量ご宝玉

5・9 15 ．2
赤褐

5Y R 4／6

赤色顔料を塗布した無頸壷。全面に磨きが施されていたと思われる

が、摩滅が著しいため不明。内面はヘラ削り後、ナデ。
弥 生中期

0 22 下層

弥生土器

＝士ゴ宝E

入－1 （，28．4） 〔11．3 〕
明赤褐

5YR 5／6

赤色顔料を塗布した壷。口縁部から頸部まで残存。口緑部は鋤状を

呈し、刻目を施す。頸部の付け根には突帯が 1条巡る。外面頚部

は削り後に磨いたのか、ヘラ磨きに工具痕が僅かに残る。口縁部上

面は放射状に磨きを施される。突帯付近はナデ。内面はハケ目、頸

部の上位はナデ。胎土は粗い砂粒を含む。

弥生 中期

023 下層

弥生土器

ぴ（16．6） 〔15．2〕
赤褐

赤色顔料を塗布した壷。口縁部は刻み目を施し、頚部付け根に三角

突帯が 1条巡る。頚部は縦方向の昭文が施され、突帯以下は横方

弥生 中期
．＝士ご互巨

2 ．5Y R 4／8 向のへラ磨きが施される。内面は頸部はへラ磨き、胴部はへラ削り

が施される。

02 4 下層

弥生土器

（9 ．8） 6．8 2 1．3
赤褐

赤色顔料を塗布 した壷。口縁部の内面にも顔料が施される。外面は

全面へラ磨きで、昭文が施される。内面はナデ、鹿部付近に僅かに

弥生中期
．＝±ご宝宣

2．5Y R 4／8 指頭圧痕が残る。

0 25 下層

弥生土器

－＝ヒ室E

9．3 〔15・6 〕
明赤褐

2．5Y R 5／8

赤色顔料を塗布した壷。外面は全面的にヘラ磨きを施す。内面はナ

デ、僅かに指頭圧痕が残る。

弥生 中期

026 下層

弥生土器

23 ．9 〔17．7〕
赤褐色

胴部より口緑部まで残存。口縁部は鋤状を呈す。頸部の付け根に三

角突帯、肩と胴部にM 字形の突帯が巡る。外面はヘラ磨き、口縁部、

弥生中期
＝こ土ゴ雪ぎ

2・5Y R 4／8 突帯付近は横ナデ。内面は口縁付近はへラ磨きを施すが、胴部以下

は摩滅しており、不明。

02 7 下層

弥 生土器

＝士ゴ彗互

7．4 〔11・7〕
明赤褐

2．5Y R 5／8

赤色顔料を塗布した壷。外面は横方向のへラ磨き、鹿部付近は縦方

向。内面はナデで、指頭圧痕、爪痕が僅かに残る。
弥生 中期

028 下層

弥生土器

．＝ヒ笠

（7・4） 〔1 1．7〕
にぶい橙

7・5Y R 7／3

口縁部から胴部の一部まで残存。摩滅が著しく、内外面とも調整は

不明。頸部の付け榔 こ突帯が 1 条巡る。口緑部は鋤先状をなす。
弥生中期

02 9 下層

弥生土器

6．2 〔8．8〕
橙

赤色顔料を塗布 した壷の鹿部付近。鹿部を含めて内外面とも赤色顔

料を施す。外面はやや不明確だが、鹿部付近にへラ削りが見られる。

弥生 中期
＝土こ亡裏亘

5YR 6／8 内面はナデ。胎土は粗い砂粒を含む。

0 30 下層

弥生土器

〔9・3〕
赤褐

赤色顔料を塗布した壷の胴部のみ残存。刻目突帯が巡る。突帯より

上方は縦のヘラ磨き、突帯以下は磨滅のため不明。内面はへラ削り
弥生中期

＝こヒ重富
5Y R 4／6 で、部分的に赤色顔料の付着が見られる。

03 1 下層 ．ぺや

弥生土器

（9・3） 〔9．6〕

′
赤褐

赤色顔料を塗布した袋状口緑壷の口縁部から頸部。口縁部下に三角

突帯が 1条巡る。外面は口縁部が横方向のヘラ磨き、頸部が縦方
弥生 中期

．＝土ご彗互
5YR 4／6

手

向のへラ磨きで、内面は口縁部が横ナデ、頸部はナデ上げており、

旨痕が残る。

03 2 下層　 叫

弥生 土器

鉢

（17．9 ） 8・3 14 ・3
にぷい黄橙 吾

10Y R 7／4

外面は摩滅しており不明確だが、内外面共にナデと思われる。口縁

βは内湾している。
弥生中期

0 33 下層　 棚

弥生土器

器 台

12・2　　 14 ．1
1 7・1 8

夕

こぶい黄橙 月

10Y R 7／3

t面は縦方向のハケ目、内面は口縁部、底面付近は横方向のハケ目、

同部はナデ。

弥生 中斯

（）内の数値は推定の法量、〔〕内の数値は残存部の法量を表す

Tab3・SEOO3出土遺物観察表－2
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SEOO4　井戸跡

平面形態は直径約0．8mを測り、ほぼ円形を呈する。確認面からの深さは約1・9mを測る。壁はほ

ぼ垂直に立ち上がるO八女粘土層には確認面から約0．7mの深さで達している。当遺構の北側に小穴

との切り合いが確認されるが、新旧関係は明確にし得なかった。

出土遺物は埋土中から弥生土器片がわずかに出土しており、鹿部付近では弥生時代後期に属する壷

が（034）、完形で出土している。

10cm

Fig．14　SEOO4出土遺物実測図

1．黒褐色土10YR3／2　しまり有り粘性有りロームブロックを微量、小磯を微量含む

2．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　小磯を微量含む

1m
』Ⅰ＿＿十一＿。。』（1／40）

Fig．13　SEOO4遺構平断面図

遺 物 番 号 層 位 器 種

法 量 （cm ）
色 調 特　　　 徴

完 形だが、 仁胸 部 を僅かに欠損す る。 口縁部 は面取 りが行なわれ、

くの字状に折れて緩やかに外反する。鹿部は平底。外面は摩滅 して

い るが、胴部 は内外面 ともハケ ［摘懐 に、日縁部は横ナデ。胎土 に

は租砂 と雲母 が混 じる。

時 期

口 径 底 径 器 高

0 3 4 下 層

弥 生 土器

二士ご望

1 5・7 5 ・3 19 ・0 5
橙

7 ．5 Y R 6／6

弥 生 後 抽

出一一J≡l方一同三（）内の数値 は推定 の法臥 〔 口 和 0数値は残存郡の法量を表す

Tab4．SEOO4出土遺物観察表
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SEO05　井戸跡

確認時は、周囲も含め撹乱で破壊されていたが、歪な楕円形を呈するのが確認できた。規模は長径

約1・2m、短径約0・7mを測り、確認面からの深さは約1・4mを測る。壁は東壁が緩やかに立ち上が

るのを除いては、ほぼ垂直に立ち上がる。八女粘土層には確認面から約0・9mの深さで達しており、

西壁の一部には粘土の崩落の跡がある。底面は丸みを帯びている。

出土遺物は全層から須恵器、土師器片、礫等が多数出土しており、鹿部付近では古墳時代後期に属

する完形の丸底の壷が、2点（036・037）並んだような状態で出土している。

1．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有りローム粒を微量、小磯を微量含む

2．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性あり　ローム粒、ブロックを少量含む

3・黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　ロームブロックを少量含む

0

6＝＝［一戸一一二二三一1／4。）

Fig．15　SEOO5遺構平断面図

、 こここ ここ ．
．．．．・・・．．　 0
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10cm

Fig・16　SEOO5出土遺物実測図



遺物番号 層位 器 種

法 量 （cm ）
色 調 特　　　 徴

■　独　　　　和 1　　－

時 期

口 径 底 径 器 高

0 35
埋土 土師器

18・4 3 1．3
にぷい黄橙

一部欠損するが、ほほ完形の丸底の甕。口縁部は外反する。外面は

摩滅しているが、ハケ目が施される。内面も摩滅が著しいが、ハケ

－L　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寸　　ヽ

古 墳後期

一括 甕
10Y R 7／3 目が確認できる。鹿部付近は指頭圧痕が残る°

－L　　、一L　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠ゝ

03 6 下層

土師器

＝士ご宜巨

12．6 1 1．1
橙

2．5Y R 7／8

小型の丸底土器。口縁部が部分的に欠損する。三体的に摩滅してい

るが、僅かに磨きの痕が確認できる。胎土は細かい砂粒を含む。

川手．　　　　　　　口　　　　　　中　　　　　　　か／こら　ノ

古墳後期

03 7 下層

土師器

12．2 1 0．8
橙

小型の丸底土器。口縁部が僅かに欠損するが、ほぼ完形。外面は摩

滅しているが、磨きが確認できる。口縁部内面も磨きが施される。古 墳後 期

－＝土ご彗亘
2 ．5Y R 6／8 胎土は細かい砂粒を含む。

038 下層

土師器

－＝土こ亡蟹

〔8・0〕
赤

10 R 5／6

丸底の壷。胴部下半から鹿部まで残存。外面はハケ目、内面はへフ

削りが施される。胎土は粗い砂粒を含む。

．L　　　／全、

古墳後期

03 9 下層

須恵器

蓋

14．3 4．9 4 ．0
灰

5Y 5／2

鹿部は回転へラ削りが施される。胎土は砂粒を言む。

古墳 後期

（）内の数値は推定の法童、〔 〕内の数値は残存部の法量を表す

Tab5．SEOO5出土遺物観察表

S0006　竪穴式住居跡

北西側はSDO15、南東側はSDO16と2条の溝によって破壊されている。また、南側は調査区外へ

延びることが推測される。そのため平面形態、規模は不明であるが、北東隅のコーナーが検出されて

いることから、方形を呈していたのではないかと推測される。確認面からの深さは約0．1mを測る。

床面は全体的に硬化しており、北壁に沿って周溝が検出された。住居内には小穴が3基検出されたが、

そのうち1基は周溝を破壊しており、住居に伴うものかどうかは不明であるO

出土遺物は弥生土器の小破片が多いが、床面からは弥生時代後期に属する甕の鹿部が1点（040）

出土している。

B I些押

L黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性弱　暗褐色土を少量含む

2・黒褐色土10YR3／2　しまり強　粘性有り　ローム粒多量、ブロックを徴用合む

P1C　　　　　退坦m P2旦－　L99m P3L　1却m

勿成　形；勿
Pl

l．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　ローム粒微量含む

2・黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　ロームブロック多量含む

P2

1．褐色土　10YR4／4　しまり有り　粘性有り　ロームブロック多量含む

P3

1・黒褐色土lOY133／2　しまり有り　粘性有り　ローム粒微嶺、ブロック少盛含む

2．Ⅱ褐色士IOYR3／2　しまり有り　粘性在り　ロームブロック多迅含む

0　　　　　　　　1m

1－一　口1ⅰ　　　一一ⅰ（1／60〉

Fig．17　SCOO6遺構平断面図
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遺物番号 層位 器 種
法 量 （cm）

色調 特　　　 徴 時 期
口 径 底 径 器 高

04 0 床直

弥生土器

甕
10．0 〔8．0〕

橙

5YR 6／8

甕の鹿部のみ残存。平底。外面はハケ目が施される。内面は摩滅が
著しく調整痕は不明。胎土は粗い砂粒を多く含む。

不明

（）内の数値は推定の法量、〔〕内の数値は残存部の法量を表す

Tab6．SCOO6出土遺物観察表

SCOO7　竪穴式住居跡

北西側はSDO15に、北東側は撹乱に破壊されており、竪穴式住居跡の南東部のみ検出された。規

模は不明だが、南東壁が弧状を呈しているのが確認できたため、平面形態は円形に近い形状を呈して

いたのではないかと推測される。確認面からの深さは約0・1mを測り、床面は硬化している。住居内

には小穴が1基検出されたが、柱痕等は確認できず、住居に伴うものであったかどうかは明確にし

得なかったO

出土遺物は弥生土器、須恵器の小破片、黒曜石等が出土しており、また住居内の小穴からも多数の

小破片が出土しているが、SDO15からの混入も考えられる。

1．にぷい黄褐色土10YR4／3　しまり有り　粘性弱　小礫を含む

Pl

1．黒褐色土　　　7．5YR3／2しまり強　粘性有り　ローム粒．ブロック少量含む

0　　　　　　　　1m

i田口；　　－1（1／60）

Fig．19　SCOO7遺構平断面図
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SEOO8　井戸跡

確認面は削平を受けているが、平面形態は楕円形を呈し、長径約0．9m、短径約0．7mを測る。確

認面からの深さは約2．4mを測り、八女粘土層には約2．1mの深さで達している。壁はほぼ垂直に立

ち上がり、底面は丸みを帯びている。

出土遺物の点数は少ないが、鹿部付近からは弥生時代後期に属する壷が（041）出土しているO

＼

1
－

0　　　　　　　　　　　　1m

ヒ111－；　－－一一一一一」（1／40）

Fig．20　SEOO8遺構平断面図

1．黒褐色土　7・5YR3／2　しまり有り　粘性有り

2．黒褐色土7．5YR3／2しまり有り　粘性有り　炭化物を微量含む

3．黒褐色土7・5YR3／2しまり有り　粘性有り小礫を微量、炭化物を微量含む

4．黒褐色土7．5YR3／2しまり有り　粘性有り小礫を微量、ローム粒を微量含む

5・黒褐色土7・5YR3／2　しまり有り　粘性有り　ローム粒を微量含む

6．黒褐色土7．5YR3／2しまり有り　粘性有り　ロームブロック微量、炭化物を微量含む

7．黒褐色土7．5YR3／2　しまり有り　粘性有り　ロームブロックを微量含む

Fig・21SEOO8出土遺物実測図

遺物 番号 層位 器 種

法 量 （cm ）
色 調 特　　　 徴

壷の胴部から鹿部にかけて残存。鹿部はわずかに平底となる。外面

は黒色研磨が施され、胴部の最も膨らむ部分は横方向にそれ以外は
Il

時 期

口 径 底 径 器 高

0 4 1 下層

弥生土器

3・1 〔7・8〕
灰黄褐 弥 生後期

．ヽ1－Ci

＝土ご宝亘

1 0 Y R 6／2 縦方向に磨きが爾 忍できる。内面のパケ目は鹿部から外榔 一放射線

状に施される。

．一l　　　　j（）内の数値は推定の法敵 〔 〕内の数値は残存郡の法昂を表す

Tab7．SEOO8出土遺物観察表
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SE009　井戸跡

掘り込みの平面形態は長径約1．0m、短径約0．9mを測り、ほぼ楕円形を呈する。確認面からの深

さは約2．6mを測る。八女粘土層には約2．2mの深さで達している。壁はほぼ垂直に立ち上がり、底
面は丸みを帯びている。

出土遺物の点数は少ないが、下層から弥生土器片、木片が数点出土している。鹿部付近からは弥生

時代後期に属する、完全な形をした複合口縁壷（042）と袋状口縁壷（043）が出土している。

商

1・黒褐色士7．5YR3／2しまり有り　粘性有り　ロームブロック少量含む

2・黒褐色士7．5YR3／1しまり有り　粘性有り　ロームブロック多量含む

3．黒褐色土7．5YR3／1しまり有り　粘性有り　ロームブロック微量、炭化物微量含む

4・黒褐色土7．5YR3／1しまり有り　粘性有り砂粒少量、炭化物微量含む

5．黒褐色土7・5YR3／1しまり有り　粘性有り　ロームブロック少量、炭化物微量含む

6．黒褐色土7・5YR3／1しまり有り粘性有りロームブロック少量、小礫微量、炭化物微量含む

7．黒褐色土7．5YR3／1しまり有り　粘性有りロームブロック多量、炭化物微量含む

8．黒褐色土7．5YR3／1しまり有り　粘性有り　ロームブロック少量含む

0　　　　　　　　　　　　1m

ヒ⊥－ロ　ー；　　　一一∃（1／40）

Fig．22　SEOO9遺構平断面図
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0　　　　　　　　10cm

L一一一ll1－『二∃（1／6）

（この縮尺は042のみ）

Fig・23　SEOO9出土遺物実測図



遺物番号 層位 器 種

法 量 （cm ）
色 調 特　　　 徴

複合口縁壷。頸部の付け根と胴部に刻み目を持つ突帯が 1 条ずつ

巡る。外面胴部はタタキ後、パケ目、鹿部付近はパケ目、へラ削り

が施される　 頸部はハケ目が施され　 口縁部はハケ目後、波状の櫛

時 期

口 径 底 径 器 高

042 下層

弥生土器

2 5．7 8．3 4 0．25
灰黄 褐 弥生後期

二士ご隻E

10 Y R 5／2
。　　7　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

描紋が施される。内面は口縁部、鹿部付近がナデ、他はハケ目が施

される。胎土は粗い砂粒をやや多く含む。

0 43 下層

弥生土器

9・6 1 7．4
明赤褐

口縁部の一部を欠き、胴部の一部が剥離するが、ほほ花形の衣状口

縁壷。表面は摩滅しているが、赤色顔料が施されている。外面はハ

ケ目後　 磨きが施される　 内面はハケ目で　 頸部はナデ上げた後ハ 弥生後期

－＝ヒ隻巨

2．5Y R 5／8
　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

ケ目が施される。口縁部は横ナデで、指の痕が残る。胎土は精良で、

金雲母を含む。

一L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∠｛

0 44 下層

弥生土器

＝こEま互巨

〔7．3〕
灰黄

2．5Y 7／2

胴下半のみ残存。鹿部は丸底。外面はパケ目後、磨き、内面はハケ

目が施される。胎土は精良で、金雲母が含まれる。 弥生 後期

（）内の数値は推定の法量、〔 〕内の数値は残存部の法量を表す

Tab8．SEOO9出土遺物観察表

SE010　井戸跡

西側と東側が撹乱に破壊されているが、平面形態はほぼ円形を呈し、直径約0．7mを測る。確認面

からの深さは約1．7mを測る。八女粘土層には達しておらず、壁はほぼ垂直に立ち上がり、底面はほ

ぼ平坦となっている。

出土遺物は弥生時代後期に属する甕と壷が出土しており、鹿部付近からは完全な形をした壷（046・

047・049・052）と破片が集中して出土している。

1．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性弱　ロームブロック少量、小磯微量含む

2・黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性弱　ロームブロック多量含む

3．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　ローム粒微量、小礫微量含む

4．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　ロームブロック多量含む

5．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　ローム粒少量、炭化物微量含む

1m

Fig．24　SEOlO遺構平断面図
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Fig・25　SEOlO出土遺物実測図

遺 物 番 号 層 位 器 種
法 量 （0 m

色 調 特　　　 徴 時 期口 径 底 径 器 高

0 4 5 下 層

弥 生 土 器

甕
4．6 〔14 ．4〕

浅 黄橙

7．5 Y R 8／4

甕 の胴 部下半から鹿部が残存。鹿部は平底。外面はハケ 目が施され、

内面 は粗 いハケ目が施 される。胎土 には粗い砂粒 が含まれる。
弥 生 後 期

0 4 6 下 層

弥 生 土 器

1 1．3 4．8 1 4．8
灰 黄

完形 の小 型の壷。鹿部 は稜 があ り、平底 に近 いが、丸みを帯 びる。

胴部下半はへラ削 り、上半はハケ 目　 内面はナデ　 口縁部 は横 ナデ
弥 生 後 期

－＝土ご宜亘 2 ．5 Y 7／2 。　　　　　　　　　　　。　　／　口　　　　　　　　　。
胎土は砂粒を多量に含む。

0 4 7 下 層

弥 生 土 器

1 4・8 3．9 2 3 ・5
浅 黄橙

口縁 を一部欠 くが、ほぼ完形。鹿部は平底。口縁部は く字状に折れ

る。 内外面 ともハケ目。口縁部付近はハケ後　 横　 胎土は砂粒を多
弥 生 後 期

－こ有こご宝亘 7・5 Y R 8／6 　ヽ　　。　口　　　　　しγ
量 に含 む。

0 4 8 下 層

弥 生 土 器

－＝±ゴ宝玉

4．0 〔2 0．4〕
浅 黄 橙

7 ．5 Y R 8／6

鹿部は平底。 口縁部 はやや急 に立 ち上 がる。 内外 面ともハ ケ目が施

され、内面鹿部付近はナデ。外面の一部 に煤 の付着 あ り。
弥 生 後 期

0 4 9 下 層

弥 生 土 器

＝量ゴ宝玉

1 4．8 15 ．1
浅 黄 橙

7．5 Y R 8／4

完形 の壷。内外面 ともハケ 目が施されるが、頸部内面に指頭圧痕が

残 り、口縁 部は横 ナデ。胎土は砂粒を含むO
弥生 後 期

0 5 0 下 層

弥 生 土 器

〔8・8〕
明 赤 褐

言縁部を除い て完形。鹿部は丸底。内外面 とも全 面赤 色顔料 を塗布。

頸部 と鹿部付近にハケ 目が施 され、頸部、胴部上半 に磨 きが施 され
弥 生 後 期

＝こヒ彗E
2 ．5 Y R 5／6 る。胎土は細かい砂粒を含む。

0 5 1 下 層

弥 生 土 器

－＝土ご空

1 1・0 〔5．0〕
灰 白

2．5 Y 8 ／2

袋状田縁壷 の口縁 部のみ残存O 口縁 部は外面 に稜線 が認め られ る。

頸 部は内外 ともハヶ目、口縁部は横ナデ。
弥 生後 期

0 5 2 下 層

弥 生 土 器

1 0．6 4 ・8 2 2．1
に ぷ い 橙

ほぼ完形の長頸壷。外面 はハ ケ目後 、ヘ ラ磨 きが施 ざれ るが、頸部、

胴部に僅か にハ ケ目が残 る。 内面頸部 はハ ヶ目、口縁部付近 は横ナ
弥 生 後 期

－ここ士ご宝亘 7 ・5 Y R 6／4 デ。胎土は僅か に金雲母が含 まれ る。

（）内の数値は推定の法量、〔〕内の数値は残存部の法量を表す

Tab9．SEOlO出土遺物観察表
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SEOll　井戸跡

南側をSKO14、SDO16に切られ、西側を撹乱に破壊されているが、残存形態からほぼ楕円形だっ

たと推測される。確認された規模は長径約2・4m、短径約2・0mを測る。確認面からの深さは約1．5m

を測る。八女粘土層には約0．6mの深さで達している。壁は全体的に緩やかだが、深さ約1・2m辺り

で急に落ち込んでいる。

出土遺物は埋土全体から弥生土器、吉武土師器、須恵器、石製品等が破片で多数出土しているO周

辺の井戸と異なり、布留系や庄内系と考えられる外来系の土器（053～062）が多数出土している。

＿■／ヂ

A＿

680m B

1．黒褐色土7．5YR3／2しまり有り　粘性有り　ローム粒を微量含む

2．黒褐色土7．5YR3／2しまり有り　粘性有り　ロームブロックを多量に含む

3・黒褐色土7．5YR3／2　しまり有り　粘性有り　小礫を多量に含む

4．黒褐色土　7．5YR3／2　しまり有り　粘性有り　ロームブロックを少量含む

5．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　ローム粒を微量、小礫を微量含む

6・黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　ロームブロックを多量に含む

7・黒褐色土7・5YR3／2しまり有り　粘性有りロームブロックを多量、灰白色粘土を少螢含む

8・黒褐色土7．5YR3／2　しまり有り　粘性強　灰白色粘土を含む

9．黒褐色土　7・5YR3／2　しまり有り　粘性強

0　　　　　　　　　　　　1m

し一一一11－；　　　　一］（1／40）

Fig・26　SEOl1遺構平断面図
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＼＼

」

＼、

5cm

（この縮尺は063のみ）

Fig・27　SEOll出土遺物実測図

膠
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0　　　　　　　　　5cm

「一一　一　一　l　一　一」（1／3）

064　　　　（この縮尺は064のみ）



遺 物番号 層位 器 種

法 量 （cm ）
色 調 特　　　 徴

不部のみ残存。ハケ目が確認できるが、摩滅が著しく、不明確。胎

土は砂粒を含む。

一一．．ヽ

時 期

口 径 底 径 器 高

05 3 上層

土師器

高Ⅰ不

（15．5） 〔5．85〕

f

浅黄橙

7 ．5Y R 8／3

古墳前期

0 54 下層

土 師器

1 1・8 〔5・5〕
橙

脚部のみ残存。透かし窓は 1 箇所確認できる。外面は横ナァ、内

面はパケ目後ナデ。一部に赤色顔料が見られるが、摩滅のため、範 古墳前期

高坪
5YR 7／6 園は不明。

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿－．一L　　　　　ヽ　′

0 5 5 下層

土師器

甕

（16．3） 〔19．6 〕
にぷい黄橙

10Y R 7／2

口縁部先端は小さく上につまみ上げられるO 外面胴部上半は叩き、

下半は叩き後パケ目、内面はへラ削 りが施される。

、一寸　　　　　　　　　　－、′　　　　　　　　∠ゝ　　一　ヒ

古墳前期

056 下層

土師器

脚－－ ウ－ ン
甕

（15・6） 23 ・3
にぷい黄橙

10Y R 7／3

外面はパケ目、口縁部は横ナァ。内面はへフ削りで、部刀和 一指頭

圧痕が残る。胎土には砂粒が多く、僅かに金雲母が含まれる。

如マTJJ　　　　　　　　　　　　　　　　　 一立

古墳前 期

0 57 下層

土 師器

（19 ・0） 25．8
にぷ い黄橙

丸底で、やや長胴で、胴部に牙孔がある。外面は叩き、胴部下半は

ハケ目、内面はへラ削り、内面鹿部はナデ。外面の中央からやや下 古墳前期

甕
10Y R 7／2 には煤の付着が見られる。

土　　　　　　 や　ニ　　　　　　　　　　　　　　 ‾、′　　　3

05 8 上層

土師器

甕

（17．0） 〔11．8〕
橙

5Y R 7／6

外面は叩きで、一部ハケ目が確認できる。内面はヘフ削りカ施され

る。胎土は粗い砂粒を含む0

－1＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小　　　　　　　　や　　　　　　　　　　　寸

古 墳前期

0 59 下層

土師器

期曲－
ここヒ宝亘

20 ・9 〔6．3〕
橙

7．5Y R 7／6

二重口緑壷の田縁部のみ残存。外面は摩滅が著しいが、ハケ目が施

される。布留系と思われる。

一寸　　　　　　　　　　　　 や　　　　　　　　　　　　 一　寸、

古墳前期

060 上層

土師器

＝±ゴ聖

23・2 〔10．5〕
浅黄橙

10 Y R 8／4

口縁部のみ残存。外面はナァ、内面はパケ目が施される。胎土に砂

粒を含む。

竜　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　小

古墳前期

0 6 1
上層

下層

土師器

がこく－－ －
－＝土ご寛

12．6 〔8．1〕
浅黄橙

7．5Y R 8／6

直言壷の口縁から頸部。外面は横方向の磨きで口縁付近はハケ目が

施される。内面はヘラ削りが施される。

t

古墳前期

0 62 下層

土 師器

高坪

2 1・5 〔6・4〕
橙

5Y R 7／1

脚部のみ残存。穿孔は3 回所確認できる。外面は横方向のへフ磨

きだが、脚の端部付近はナデ。内面はハケ目が施される。 古墳前期

063 下層

石製品 長 さ 幅 厚 さ
小孔は本来 2 箇所あったと思われるが、欠損したために 1箇所の

状態で再利用していたものと考えられる。

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　面　　　　　　　　　　　　　　巨≡ヨ

掘 ．－ 掘 ．地肌，
石庖丁 〔9．0〕 4 ・5 0 ・6

0 6 4 上層

石製品

。脚－ ．鵬
砥石

8 ・0 〔7．2〕 4．0

断面を見ると中央部が磨り減ってくぼんでいる。寂も小さい面とそ

の対面には磨り減った浅い溝が見られる。

（）内の数値は推定の法量、〔 〕内の数値は残存部の法量を表す

Tab10．SEOll出土遺物観察表

SEO12　井戸跡

東側と西側を撹乱に破壊されているが、平面形態はほぼ楕円形を呈し、長径約0．9m、短径約0．7m

を測る。確認面からの深さは約2．2mを測り、八女粘土層には約2．1mの深さで達している。壁は鹿

部に向かうに従って先細りとなる。

出土遺物の点数は少ないが、下層から弥生時代後期に属する完全な形をした小型の直言壷（066）が、

出土している。
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10cm

1．黒褐色土10YR3／1しまり有り　粘性有り　ローム粒微量、小磯微量、炭化物を微量含む
2．黒褐色土10YR3／1しまり有り　粘性有り　ロームブロック多量、小礫微量含む
3．黒褐色土10YR3／1しまり有り　粘性有り　ローム粒微量、炭化物微量含む

0　　　　　　　　　　　　1m
「田　口一　　　　一1（1／叫）

Fig・28　SEO12遺構平断面図

Fig・29　SEO12出土遺物実測図

遺物番号 層位 器 種
法 量 （cm ）

色 調 特　　　 徴 時期
口径 底 径 器 高

06 5 下層

弥生土器

甕

8．5 14．2
灰白

5Y 7／1

胴部下半から鹿部にかけて残存。鹿部は丸みを帯びる。内外面共に

ハケ目が施される。胎土に砂粒を含む。
弥生後期

0 66 下層

弥生土器

＝士ゴ室亘

8 ・1 4．5 97．5
灰白

10Y 8／1

ほぼ完形の直言の小型壷。胴部が張出し、小さな鹿部がある。内外
ともナデ。胎土は砂粒を多量に含む。

弥生後期

（）内の数値は推定の法童、〔〕内の数値は残存部の法量を表す

Tab11・SEO12出土遺物観察表

26



SEO13　井戸跡

平面形態は円形を呈し、直径約0．7mを測る。確認面からの深さは約2．8mを測り、八女粘土層に

は約2・2mの深さで達しているO壁はほぼ垂直に立ち上がる。

出土遺物は下層から弥生時代後期に属する甕（067）と壷（068）の破片が出土している。

1．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性弱　ローム粒微量、小礫微量含む

2．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　ローム粒多量含む

3．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性強　ローム粒微量含む

0　　　　　　　　　　　　1m

ヒニー1－　－－　－／一一1－　冨一一　　一Lローj（1／40）

Fig．ヨO SEO13遺構平断面図

10cm

Fig・31SEO13出土遺物実測図

－　遺 物 番 号 層 位 器 種

法 量 （cm ）（
色 調 特　　　 徴

甕の胴部か ら口縁部 にか けて残存。 口緑部は外反す る。外面胴部は

ハ ケ日が施 され、口緑部付近 は縦ハ ケ後、横ナデ。内面は胎土は砂

時 期

口 径 底 径 器 高

0 6 7 下 層

，弥 生 土 器
1（15 ．8） C〔2 1．1〕

に ぷ い 橙 弥 生 後 期

甕
7．5Y R 7 ／4 粒 を多量に含む。

太　 一一艇　　 一　一、　　　　　　　　　　　　　　 纏 肋、ら藍

0 6 8． 下 層

弥 生 土 器

c（1 1．2） 18 ．1
に ぷ い 赤 褐

丸 底の田、言様は垂あ 」近いが、やや外反する。 外面は胴 部かち牒

部にかけてハケ 目が見 られ、胴部は粗いヘラ磨きが施される。 内面 弥 生 後 即

の法畳を表す

，蜘㈱′血－ヽ曲仙

てこ土ご笠E

5 Y R 5／4 はヘ ラ削 りで、 言緑部 下には僅かにパケ目がみ られ、口縁都は横 ナ

デ。

田 内の数僻 は推定 の法軋 田 内の数値は残存鄭

Tab12．SEO13出土遺物観察表
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SKO14　土坑

確認面は撹乱に破壊され、北西側はSDO16に破壊される。平面形態は方形を呈し、長辺約1．2m、

短辺約1・Omを測る。確認面からの深さは約0．9mを測り、八女粘土層には約0・8mの深さで達して

いる。壁は緩やかに立ち上がり、底面は丸みを帯びているO

出土遺物は弥生土器の小破片が多数を占め、この他には石庖丁（069）が1点出土している。

5cm

Fig．33　SKO14出土遺物実測図

1．黒褐色土10YR3／1しまり有り　粘性有り　ロームブロック微量含む

2．黒褐色土10YR3／1しまり有り　粘性有り　ロームブロック多量に含む

3．黒褐色土10YR3／1しまり有り　粘性有り　ロ～ムブロック多量、灰白色粘土を微量含む

4．黒褐色土10YR3／1しまり有り　粘性有り　ロームブロック多量、灰白色粘土を少量含む

5．黒褐色土10YR3／1しまり有り　粘性強　ロームブロック微量、灰白色粘土を多量含む
6・灰白色粘土10YR8／2しまり有り　粘性強　黒色土粒を微量含む

7．黒褐色土　10YR3／2　しまり弱　粘性有り

8．灰白色粘土10YR8／2　しまり有り　粘性強

0　　　　　　　　　　　　1m

Lii　田；　　　一一∃（1／40）

Fig．32　SKO14遺構平断面図

遺物番号 層位 器 種
法 量 （cm ）

色 調 特　　　 徴 時 期
長さ 幅 厚さ

069
埋土

一括

石製品

石庖丁

〔6 ．4〕 2．8 0．5

2／1程度残存する。小孔は2 箇所確認できる。表面には削痕が残る。

（）内の数値は推定の法童、〔〕内の数値は残存部の法量を表す

Tab13・SKO14出土遺物観察表
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SDO15　溝跡

sDO16に沿って、南西から北東方向へ延びる溝状の遺構で、北東端と南西端は調査区の外へ延び

ている。確認面からの深さは約0・4mを測り、底面は平坦で、全面的に八女粘土層に達している。底

面には深さ約0・3mの方形の掘り込みが3箇所で検出されたO

出土遺物は弥生土器、土師器、須恵器の破片が多数出土しているO鹿部の掘り込みからの出土遺物

は少数であるが、須恵器の坪身（071）が出土している。

1．暗褐色土10YR3／3
2．暗褐色土10YR3／3

3．黒褐色土10YR3／1
4・黒褐色土10YR3／1

5．暗褐色土10YR3／3
6．暗褐色土10YR3／3

7．暗褐色土10YR3／3

しまり有り　粘性有り

しまり有り　粘性有り

しまり有り　粘性有り

しまり有り　粘性有り

しまり有り　粘性有り

しまり有り　粘性有り

しまり有り　粘性有り

D　　　　　　　　廻田

灰褐色粘質土を少量、小礫を微量含む

灰褐色粘質土を少量含む

ローム粒を多量、小磯を微量含む

ローム粒を多量に含む

ローム粒微量、灰褐色粘質土を少量含む

ローム粒中量含む

ローム粒、ブロックを多量に含む

7．00m

5m

亡一一　一1－月；　　　　－」（1／200）

Fig．34　SDO15・016遺構平断面図

1・暗褐色上7・5Y133／3しまり有り　粘性有り　ローム粒微腿含む

2．暗褐色土7．5YI（3／3しまり有り　粘性有りローム粒少軋ブロック少執含む。

3．黒褐色上10YR3／2　しまり有り　粘性有り　ローム粒少焼含む

0

29

1m

ヒTI11；　　　　一」（1／40）



Fig．35　SDO15出土遺物実測図

遺物番号 層位 器 種
法 量 （0m ）

色 調 特　　　 徴 時 期口径 底 径 器 高

070
埋土

一括

須恵器

坪身

（12．9） （10 ．4） 〔4．1〕
灰

N 4／0

回転へラ削りの坪O 鹿部はやや丸みを帯びる。

古墳後期

07 1
下層 須恵器

（12．1） 8・7 4．75
灰

回転へラ削り。鹿部はやや丸みを帯びる。口緑部はやや内傾し、先

端が尖る。内面鹿部にはナデの痕がかすかに見える。胎士は精良だ
古墳後期最下層

坪身 10Y 5／1 が、僅かに砂粒を含む。

0 72 下層

須恵器

〔9 ．5〕
灰

高坪の脚部のみ残存、透し窓の一部がが2 箇所確認できる。下部

は脚と脚の継ぎ目と思われ、刻み目がある。外面は波状紋が施され、
古墳後期

高Ⅰ不 N 4／0 その下部には輪積みの痕が残る。

073 上層

須恵器

甕

（22．2） 〔6．2〕
灰

10Y5／1

頸部、口縁部のみ残存。胴部は叩きが施され、内面のあて具は青海
波紋である。

古墳後期

（）内の数値は推定の法量、〔〕内の数億は残存部の法量を表す

Tab14・SDO15出土遺物観察表

SD016　溝跡

SDO15の南榔こ沿って検出された溝状の遺構であるOSDO15と同様に両端は調査区の外へ延びて

いる。幅は最大で約1．2m、確認面からの深さは最深部で約0．8mを測る。壁は急に立ち上がり、底
面は八女粘土層に達している。

出土遺物は下層からは少数であるが、上層からは弥生土器、土師器、須恵器の破片が多数出土して
いる。

＝
076

075

0　　　　　　　　5cm

L一一11－　－1－一一」（1／3）

30

5cm

Fig．36　SDO16出土遺物実測図



遺物番号 層位 器 種

法 量 （cm ）
色 調 特　　　 徴

竜泉系の青磁で椀の鹿部のみ残存。内面と高台端に重ね焼きした際

の砂目の痕が残る。

内　　　　　　　　　　　　 面のみ確言醇される

時 期

口 径 底 径 器 高

0 74 上層

磁器

碗

7 ．9 〔2・4〕
オリーブ灰

2 ・5G Y 6／1

中世

0 7 5 上層

石製品 長 さ 幅 厚 さ
堆積石を使用した砥石。使用面は 1　　　 恥　 。

先端は欠損する。使用面は4 面と思われる。

一一Ⅰ．　ヽ旦

不 明

こ‘，脚聞く－ －
砥石 10 ．9 6 ．6 5．9

0 7 6 上層

石製品

砥石

〔3・7〕　 2．2 2 ・5
不明

法且を表す）内の数値は推定の法皇、〔 〕内の数値は残存部の浮道

Tab15．SDO16出土遺物観察表

SEO17　井戸跡

確認面の一部が撹乱に破壊されているが、平面形態は円形を呈し、直径約1．0mを測る。確認面か

らの深さは約2．4mを測り、八女粘土層には約2．1mの深さで達する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、

底面は丸みを帯びている○確認面から約0．6mの辺りで、幅約60mの小さな段が一周しており、何

らかの施設が存在した可能性をうかがわせるOしかし木片や板材等は出土しておらず、また出土遺物

も僅少であるため、これ以上は推測し難い。

出土遺物は下層から弥生土器と礫の破片が僅かに出土しているが、時期は確定し得ない。

1・黒褐色土10YR3／1しまり有り　粘性有りロームブロック含む

2・黒褐色土10YR3／I　しまり有り　粘性有りロームブロック多最含む

3．黒褐色土10YR3／1しまり有り　粘性有りローム粒．ブロック少量含む

4・黒褐色土10YR3／1しまり有り　粘性有り

1m

』＝エート一一一二。』（1／40）

Fig・37　SEO17遺構平断面図
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SEO18　井戸跡

SDO15の掘削後に検出された。北西側は調査区外にあるが、確認された形状から、直径約0．9m

の円形を呈すると推測される。確認面からの深さは約1．6mを測り、八女粘土層を掘り込んでいる。
壁は鹿部に向かうに従って先細りとなる。

出土遺物は上層から弥生土器の破片が多数出土しているが、下層からは弥生時代後期に属する完全
な形をした袋状口縁壷（077）が1点出土しているO

一、一一一∴ノ
4－　　　　　　　　　　6．50m

1．黒褐色土lOYR3／2　しまり有り粘性有りローム粒・ブロック中量、小礫微量、

炭化物微量含む

2．黒褐色土10YR3／1しまり有り　粘性有り　ローム粒微量含む

3．黒褐色土10YR3／2　しまり有り粘性有りローム粒少量、粘土ブロック少量含む

0

』二っ。土。。。。二二。＝蛮1／4。）

Fig．38　SEO18遺構平断面図

10cm

Fig．39　SEO18出土遺物実測図

遺物番号 層位 器 種
法 童 （cm ）

色調 特　　　 徴

や

時 期口 径 底 径 器 高

077 下層

弥生土器

－＝上す宣E

7・8 6 ・1 14．15
灰褐

7・5YR6／2

胴部が一部剥離するが、ほぼ完形の袋状口縁壷。外面はハヶ目が施

され、内面胴部は不明確。口緑部はナデ。
弥生後期

（）内の数値は推定の法量、〔〕内の数値は残存部の法墨を表す

Tab16．SEO18出土遺物観察表

32



SEO19　井戸跡

西側を撹乱で僅かに破壊されているが、平面形態は直径は約0．8mの円形を呈することは判別でき

る。確認面からの深さは約2．0mを測り、八女粘土層には達していないO壁はほぼ垂直であるが、中

程からは鹿部に向かうに従って先細りとなる。

出土遺物は上層から弥生土器の破片が多数出土している。下層の遺物は少数であるが、鹿部付近か

らは弥生時代後期に属する完全な形をした複合口縁壷（080）が出土している。

1・黒褐色土10YR3／2しまり有り　粘性有りローム粒少量、小礫微量含む

2．黒褐色土10YR3／2しまり有り　粘性有りロームブロック多量含む

3．黒褐色土7．5YR3／1しまり有り　粘性有りロームブロック微量含む

4．黒褐色土7．5YR3／1しまり有り　粘性有り　ローム粒微量含む

1m

Fig．40　SEO19遺構平断面図
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10cm

Fig．41SEO19出土遺物実測図－1



0　　　　　　　10cm

ヒ－「一丁一一一「一　一一二∃（1／6）

（この縮尺は080のみ）

Fig．42　SEO19出土遺物実測図－2

遺 物 番 号 層 位 器 種
法 量 （0 m ）

色 調 特　　　 徴 時 期口 径 底 径 器 高

0 7 8 下 層

弥 生 土 器

甕
8・6 〔1 3 ．6〕

に ぷ い黄 橙

1 0 Y R 6 ／3

胴部 から鹿部 まで残存。鹿部 は平底だが、丸みを帯びる。外面はナ

デ、 内面 はハケ 目。鹿部付近 はナデ。

弥 生 後 期

0 7 9 中層

弥 生 土 器

（9・8） 〔14 ．5〕
にぷ い橙

胴部から鹿部まで残存。突帯の跡が一条巡 り、刻 目のある突帯が部

分的に残 る。内外面共にハケ目が施され、内面鹿部には指頭圧痕が
弥 生 後 期＝士ゴ宝互 5 Y R 6 ／4 残 る。

－い

0 8 0
中層 弥生 土器

2 4．8 7 ．5 4 1 ．0
灰 黄 褐

ほほ完形の複合口縁壷。鹿部は丸みを帯 びる。胴部 は刻 目突帯、頚

部の付け榔 ま三角突帯が巡る　 口縁部の稜には刻みが施 され る　 内
弥 生 後 期下 層

＝士ゴ雪ぎ

－
10 Y R 6 ／2

。　　　 言　　 文　　 矧ルサ乃Y他　　　 。
外面ともにハヶ目。

J　　士

0 8 1 上 層

弥 生 土 器

＝土ご聖

2 0・4 〔1 9 ・7〕
に ぷ い 橙

7．5 Y R 6 ／4

複合 口縁宜の田縁部か ら胴の上部 まで残存。頸部 の付 け根 に刻 目突

帯が巡る。内外面胴部はハヶ 目、 内面頸部 はヘ ラ削 り。

1

弥 生 後 期

0 8 2 下層

弥 生 土 器

1 1．6 6 ．5 1 4 ．2
にぷ い黄 橙

口緑部 は僅か に欠損す る。外面 はハケ目。口縁部はハヶ目後、横ナ

デ であるが、僅かに弧状 の磨 きが見 られ る。 内面は鹿部がハ ケ目、

弥 生 後 期 －
－＝土ゴ1重富

10 Y R 7 ／2 胴部にはへラの痕が残る。胎土は僅か に金雲母を含む。

6

0 8 3 下 層

弥 生 土 器

＝士ゴ重富

12 ．4 1 6 ．0
灰 白

5 Y R 7 ／1

口縁部は僅か に欠損 する。内外面 ともハケ 目。 口縁部 はハケ目後、－

横 ナデ。胎土 は僅 かに金雲母 を含 む。

仁±′　／　　　士

弥 生 後 期

0 8 4 下 層　 瞞

弥 生 土 器

ヤー掘・ペⅧ．、ン掘 ⅶ 0－．シンⅶ． 15 ・6 6 ・1 16 ．4
にぷ い 橙

花形の乱 鹿部は丸みを帯びてお り、胴部下 に焼成後の穿孔が ある。

外 面胴部はハケ 目後 、磨きが施 されるが、中央部 は摩 滅が著 しい。
弥 生 後 期

．＝土ご宝亘
7・5 Y R 6 ／4 口縁部 はハ ケ目後弧状 に磨 きが施 され、口縁部 と付け根に点状の工

具痕が残 る。 内面はハケ 目。胎土 は金雲母 を含む。－

（）内の数値は推定の法量、〔〕内の数値は残存部の法量を表す

Tab17・SEO19出土遺物観察表
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SE020　井戸跡

平面形態は楕円形を呈し、長径約1．1m、短径約1・Omを測る。確認面からの深さは約1．4mを測り、

八女粘土層には達していない。壁は緩やかに立ち上がり、底面は平坦である。周囲の井戸と比較する

と浅い部類に属する。

出土遺物は上層から弥生土器の破片が多数出土している。下層の遺物は少数であるが、弥生時代後

期に属する完全な形をした小型壷が（085）出土している。

Fig．44　SEO20出土遺物実測図

1．黒褐色土　7・5YR3／2　しまり有り　粘性有り　ローム粒微量、炭化物微量含む

21黒褐色土　7．5YR3／2　しまり有り　粘性有り　ローム粒微量、小礫微量含む

0　　　　　　　　　　　　　　1m

l　一　一　一　一；　　　　；（1／40）

Fig・43　SEO20遺構平断面図

遺 物 番 号 層 位 器 種
法 量 （c m ）

色 調 特　　　 徴 時 期

口 径 底 径 器 高

0 8 5 下 層

弥 生 土 器

10 ・4 4 ．8 1 5．5 5
灰 黄

口緑部 を僅 かに欠損す る。鹿部は丸みを帯び る。外面は口縁部、胴

部 がパケ目、頸部 は横ナデ。 内面は胴部がハケ 目、口縁部、頸部は
弥 生 後 期

＝士こご雪空
2．5 Y 7／2 横 ナデ。

（）内の数値は推定の法量、〔〕内の数値は残存部の法量を表す

Tab18・SEO20出土遺物観察表
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SEO21井戸跡

確認面は撹乱で破壊されているが、平面形態は楕円形を呈することは判別できる。長径約0・7m、

短径約0．6mを測る。確認面からの深さは約1．3mを測り、八女粘土層には達していない。底面は平

坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。周囲の井戸と比較すると小さく、浅い部類に属する。

出土遺物の点数は少なく、上層からの遺物が多勢を占めるO鹿部付近からは弥生時代後期に属する

完全な形をした壷が2点出土している。そのうちの長頸壷には（086）、2つの意匠製のある線刻が、

張り出した胴部をめぐるように描かれている。

6．50m B

1．黒褐色士10YR3／1しまり有り　　　粘性有り　ローム粒微量、小磯微量、炭化物微量含む
2．黒褐色士10YR3／1しまりやや弱い　粘性は1層より強い

0　　　　　　　　　　　　　　1m

1－　－l　一　言　　　　　；（1／棚）

Fig．45　SEO21遺構平断面図
Fig・46　SEO21出土遺物実測図

遺物番号 層位 器 種
法 量 （cm ）

色 調 特　　　 徴 時期
口径 底 径 器 高

086 下層

弥生土器

－＝量ゴー蟹

8・3 17．85
灰白

5Y8 ／1

口縁部を欠くがほぼ完形の長頸壷。鹿部は丸底。口緑部から胴上部
までは縦方向の磨き、胴部下半部は黒色研磨が施される。内面頸部

の下部はハケ目、上部は横ナデ。頸部は鋸歯紋が施され、胴部にも
意匠性ある線刻が胴回り2／3 に描かれる。胎土は僅かに金雲母を

含む。

弥生後期

0 87 下層

弥生土器

－＝土ゴ宝玉

14 1．0 7・0 15・1
浅黄橙

7．5Y R8／4

完形の壷。鹿部は丸みを帯びる。外面胴上部はハケ目、下部はハケ
目後ナデ、さらに磨きが施される。内面はハケ目。口縁部は上部は

縦ハケ、下部は横ナデ、付け根にはハケの痕が点状で残り、内面は
横ハヶ。赤色顔料が塗布されていたと思われるが、摩滅が著しいた

め、口縁部、胴部の一部でしか確認できない。胎土は僅かに金雲母
を含む。

弥生後期

（）内の数値は推定の法量、〔〕内の数値は残存部の法童を表す

Tab19．SEO21出土遺物観察表
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SEO22　井戸跡

平面形態は楕円形を呈し、長径約1・Om、短径約0・8mを測る。確認面からの深さは約2．0mを測り、

鹿部付近で八女粘土層に達している○底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がるが、南壁は確認面付

近が少し奥に広がる。

埋土にはしまりがなく、ブロック状のローム土を主体としており、下層からは現代のごみが混入し

ていた。しかし周囲の井戸跡と比較しても、規模や形体が類似することから、以前に発掘された遺構

と判断した。

遺物はこうした撹乱層から陶磁器と弥生土器片が2点出土しているだけである。

6150m

0　　　　　　　　　　　　1m

し一一一　一1－i　　　　　－」（1／40）

Fig・47　SEO22．023遺構平断面図

SEO23井戸跡

確認面は撹乱されているが、平面形態は円形を呈することは判別できる。直径は約0．9m、確認

面からの深さは約2．7mを測り、鹿部付近で八女粘土層に達している。壁はほぼ垂直に立ち上がる。

sEO22と同様、規模や形体が周囲の井戸跡と類似することから、以前に何らかの理由で発掘された

井戸と考えた。出土遺物はなく、時代は判然としない。
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SEO24　井戸跡

確認面は撹乱されているが、平面形態は楕円形を呈することは判別できるO長径約1．1m、短径約

0．8m、確認面からの深さは約2．2mを測り、八女粘土層には達していない。本遺構も先の2つの遺

構と同様に、以前に発掘された井戸と考えられる。

出土遺物はなく、時代は判然としない。

6－50m

0　　　　　　　　　　　　1m

h　一　一l；　　　」（1／40）

Fig．48　SEO24遺構平断面図

SEO25　井戸跡

平面形態は円形を呈し、直径約0・9mを測る○確認面からの深さは約2・0mを測り、壁は鹿部に向

かうに従って先細りとなる。八女粘土層には達していない。　／

出土遺物の点数は少なく、鹿部付近からは弥生時代後期に属する完形の袋状口縁壷（088）と石庖
丁（089）が出土している。
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1．黒褐色土　7．5YR2／3　しまり有り　粘性有り　ロームブロック多量、小磯少量、

炭化物を微量含む

2・黒褐色土　7．5YR2／3　しまり有り　粘性有り　ロームブロック中量、小磯少量含む

0　　　　　　　　　　　　　1m

；一　一1－；　　　　　5（1／40）

Fig・49　SEO25遺構平断面図 Fig．50　SEO25出土遺物実測図

遺 物 番 号 層 位 器 種

法 童 （c m ）
色 調 特　　　 徴 時 期

口 径 底 径 器 高

0 8 8 下 層

弥 生 土 器

7・3 7 ．4 2 1．2
に ぷ い 橙

完形 の袋 状口縁壷。外面 は頸部 は縦のヘ ラ削 り、肩部は横のへラ削

り、胴 部は縦 のヘ ラ削り。 口緑部 は横ナデ。 内面 は頸部がへラ削 り、
弥 生 後 期

一二土ご宜巨
7．5 Y R 6／4 鹿部 から胴部はナデ。胎土 は粗 い砂粒を含 む。

0 8 9 下 層

石 製 品

石 庖 丁

長 さ 幅 厚 さ
半 月形 の石庖丁で、穿 孔は 2 箇所。表面 は削痕が あり、刃は僅か

に欠 損するO

1 3．3 4．3 0 ・8

（）内の数値は推定の法童、〔〕内の数値は残存部の法量を表す

Tab20．SEO25出土遺物観察表

SD026　溝跡

南東方向から北西方向へ延びる溝である。両端とも撹乱により破壊されている。最大幅約0．8m、

確認面からの深さは最大約0・2mを測る。東側は段があり、緩やかに立ち上がる。

出土遺物はなく、時代は判然としない。
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0　　　　　　　　　　　　　　　2m

81－　－　－；　　　　　言（1／80）

B　　　　　　　　　　　　670m

禿頭彩

1．暗褐色土　7．5YR3／4　しまり弱　粘性弱　小礫微量含む

2．暗褐色土　7．5YR3／4　しまり有り　粘性弱　ローム粒少量含む

0　　　　　　　　　　　　　　1m

1－1－　－　5　　　　　1（1／40）

Fig・51SDO26遺構平断面図

SEO27　井戸跡

平面形体は円形を呈し、直径約0・8mを測る。確認面からの深さは約2．1mを測り、壁はほぼ垂直

に立ち上がる。確認面から約1・6mの深さで八女粘土層に達している。

出土遺物は中層から下層にかけて、弥生時代中期から後期に属する土器が多数出土しているO中層

からは完形の器台や鹿部を欠いた大型の甕（094）が出土している。この甕は胴部から下半分が欠損

しており、井戸に付設した機能が考えられる。下層からは木片や弥生時代中期から後期に属する完全

な形をした壷（097・101・102）等が出土している。

＼も写、、、

1・暗褐色土　7．5YR3／4　しまり有り　粘性有り　ロームブロック中量、小礫微量、炭化物少量含む

2．暗褐色土　7・5YR3／4　しまり有り　粘性強　ロームブロック多量、灰白色粘土少量、炭化物多量に含む

3・暗褐色土　7．5YR3／4　しまり有り　粘性有り　ロームブロック中量、炭化物を多量に含む

4．黒褐色土　7．5YR3／2　しまり有り　粘性有り　ロームブロック少量、灰白色粘土少量、炭化物少量含む

0　　　　　　　　　　　　　　1m

i　一　一，－；　　　　；（1／40）

Fig・52　SEO27遺構平断面図
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一一一l一一一二‾二一　二二

25cm

（この縮尺は094のみ）

Fig．53　SEO27出土遺物実測図－1
098

で
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105

10cm

Fig・54　SEO27出土遺物実測図－2

遺 物 番 号 層 位 器 種
法 量 （cm ）

色 調 特　　　 徴 時 期
口 径 底 径 器 高

0 9 0 下層

弥 生 土 器

甕

（7・1） 1 2・5
に ぷ い橙

7 ．5 Y R 6 ／4

鹿部付近のみ残存。外面 はハケ 目、 内面 はナ デ、鹿部 に指頭圧痕 が

残る。胎土は砂粒が残 る。
弥 生 後 期

0 9 1 下 層

弥 生 土 器

甕

1 7・3 7．5 18 ．4
にぷ い 橙

7．5 Y R 6 ／4

口縁部を少 し欠損する。外面はハケ 目、口縁部は横ナデ。内面は胴

上 部に僅かにへラ削 りが見 られ、鹿部か ら胴部はナデ。
弥 生 後 期

0 9 2 下 層

弥 生 土 器

甕

8 ．9 〔8．4〕
橙

5 Y R 6 ／6

甕 の鹿部。底 は平底 で、穿孔がある。外面は縦方向のハケ 目、内面

はナデが施 され、鹿部付近 に指頭圧 痕が残 る。
弥 生 後 期

0 9 3 下 層

弥 生 土 器

甕

4 8．7 〔1 1・3 〕
橙

5 Y R 7 ／6

大型甕 の田縁部付 近の み残存。 口縁 部の下に突帯 が 1 条巡 る。 内

外面 ともナデ。胎土 は細かい砂粒を含むO
弥 生 中 期

0 9 4
中 層 弥 生 土 器

7 3 ・0 〔7 1．0〕
にぷ い 橙

甕 の田縁部 から胴部まで残存。鹿部か ら胴部下半が全 く無 く、井戸

枠 として の利用が考 え られ る。 口縁部下 に三角突帯 が 1条 、胴部
弥 生 中 期

下 層 甕 7．5 Y R 7 ／4 に 2 条巡 る。内外面 ともへ ラ削りで、口縁部 は横 ナデ。

0 9 5 下層

弥 生 土 器

6．8 〔2 1．7〕
橙

赤色顔料を塗布 した壷。 口縁部 を欠損 する。顔料 は鹿部を除 く外面

と、内面は頸部 まで付着 している。外面 は全 面的にへラ磨 き、鹿部
弥 生 中期

－＝土ゴ2亘
2 ．5 Y R 6 ／8 も磨きが施され る。 内面 はナデ。胎土 は精 良。

0 9 6

弥 生 土 器

下 層　 翻工一曲く紺伽．舶用軸3 3珊仙h．

甕

8．9 〔8．5〕
橙

7．5 Y R 6 ／6

甕の鹿部。鹿部は平底で、僅か に上げ底にな ってい る。外面 はハケ

目、内面はナデ。
不 明

（）内の数値は推定の法量、〔〕内の数値は残存部の法童を表す

Tab21．SEO27出土遺物観察表－1
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遺物番号 層位 器 種
法 量 （cm ）

色 調 特　　　 徴

赤色顔料を塗布した直言壷。胴部を少し欠損するO 田儀部に 1 対

の焼成前の穿孔がある。外面は摩滅が著しいが、横方向のヘラ磨き

時 期

口 径 底 径 器 高

09 7 下層

弥生土器

12．0 9・6 19 ．3
赤褐 弥生 中期

壷
5Y R 4／8 が確認できる。口縁部は横ナデ、内面はヘラ削り。

－こことご　　　　名　立　一　　　　　　㎡周 一Lも　ク態、

098 下層　 ぶ

弥生土器

12．4 7．4 19．2
にぷい橙

口縁部、胴部を少し欠損する直言事。口縁郡に l対の焼成附の牙

孔がある。外面胴部はパケ目、口縁部は横ナデ、内面はへラ削 り。1弥生中期

壷
7・5Y R 6／4 胎土は砂粒を含む。

－＝士ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　－－L

09 9 下層

弥 生土器

義 一

1 1・9 5 ・5 1 2・6
にぷい橙

5Y R 6／4

口縁部、胴部を少し欠損する小型の婁。．外面はパケ目、口縁部は構

ナデ。内面はヘラ状工具の痕と、胴部下半部には指頭圧痕が残る。 弥生中期 1

10 0 下層

弥生土器

8・3 5 18 2 0、・6
明赤褐

赤色顔料を塗布した完形の袋状口縁蜜。口縁都下には舞岡が 1ラ匡

巡る。顔料は内面にも僅かに付着する。外面胴部は横方向のヘラ磨

一一L　　　　　　　　　　一一．－ホ
弥生中期

＝士ご室巨
2・5Y R 5、／8 き、頸部は縦方向のへラ磨き。口縁部は横ナデ。内面は頸部はナァl

あげて、指頭圧痕が残る。胎土は精良。

二土ゴ　　　　　　ー－』．　　　　　■土　　　．一一

10 1 下層

弥生土器　 －

9・2 6 ・4 2 0．9
赤褐

赤色顔料を塗布した袋状口縁壁。胴部を僅かに欠損する。外面は胴

部下半部は横方向のヘラ磨き、胴部上から頸部は縦方向のヘラ磨き。
ヽ

弥 生中期

－こ土ご月亘
5Y R 4／8 口緑部は横ナデ。内面頸部はナデ。胎土は精良。

廿　や　　　　ヽ　　　　　　一　一立　　　ヽ′

10 2 下層

弥生土器

ノ7．8 6・4 18 ，7
赤褐

ほぼ完形の袋状口縁壷。口縁直下に突同が 1条巡る。胴部下半は：

横方向の磨き、頚部から胴部上半は縦方向の磨きが施されるO 頸部 弥生 中期

－ニ土ご覧亘

5Y R 4／8 内面はナデ、口緑部は横ナデで、指頭痕が残る。

や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　一L　　　　ヽ

10 3 中層

弥生土器

鉢

18 ．5 6・6 9．0
橙

5Y R 6／6

外面はハケ目、内面はへウ削 りが施される。内面のロ縁部付近、底

部はナデ。胎士は砂粒を多量に含む。

㎡　　　　ヽ　　　　　　　　　　　ノ㎡

弥 生中期

10 4 下 層

弥生 土器

鉢

19．2 6．6 10 ．3
橙

5Y R 6／6

口縁部を少し欠損する。内外面ともハケ目、口縁付近はパケ目後横

ナデ。内面にはハケ目の上に指頭圧痕が残る。

一一田　　　　　　　　　　立　一　　一・一　　　　　ゝ

弥生中期

105 中層

弥生土器

瓢ⅴ　 6・7 7．1 15．5
にぷ い黄褐

完形の器台。内外面ともナァが、内面の一部にへフのよっな工具に

は るナデの痕が見られる。外面の一部には赤色顔料の付着が見られ 弥 生中期 ．

器台
10Y R 7／3

‾るが、全面の塗布は確認できない。胎士は雲母を含む。

小　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

10 6 下層

弥生土器

器台

10 ．4 〔9 ．5〕
、にぷい黄橙

10Y R 7 ／3

器台か支脚。外面はハケ目が施されたと思われるが、摩滅のため不

明確。内面はナデ。 弥生中期

（）内の数値は推定の法童、〔 〕内の数値は残存部の法皇を表す

Tab22．SEO27出土遺物観察表－2

SEO28　井戸跡

確認面は撹乱を受けているが、平面形態はほぼ円形を呈することは判別できる。直径は約1．1m、

確認面からの深さは約3．8mを測り、八女粘土層には約2．1mの深さで達している。壁はほぼ垂直に

立ち上るが、下部が袋状に大きく膨らむ。

他の井戸と比較して出土遺物の点数は多い方と言える。上層では布留系の甕（112）をはじめ外来

系と考えられるの土器片が認められる。中層から下層にかけては弥生時代中期から後期に属する完形

の壷、甕等が集中して出土しているOまた、木製品（134～138）や板材、堅果類の種子も数個ほ

ど出土している。大型の甕（107）の破片は、復元したところ胴部中央付近から下を欠損しており、

sEO27出土の甕と同様に、井戸に付設した機能が考えられる。また、下層から出土する完全な形を

した壷は、赤色顔料を施したもの（119～121・123・127）が多く認められた。
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107

A

A 650m B

1．暗褐色土10YR3／3　しまり有り　粘性有り

2．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り

3．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り

4．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り

ロームブロック少量、粘土ブロック少量含む

ロームブロック多量に含む

ロームブロック微量、炭化物を微量含む

ロームブロック少量に含む

5．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性やや強い

6．黒褐色土10YR3／2　しまり有り　粘性有り　　灰白色粘土を少量含む

0　　　　　　　　　　　　　1m

L一　口，；　　　1（1／40）

Fig．55　SEO28遺構平断面図
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10cm

45

112

Fig．56　SE028出土遺物実測図一1

25cm

（この縮尺は107のみ）



10cm

Fig．57　SEO28出土遺物実測図－2
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■
ヽ

5cm

（この縮尺は132のみ）

匠≡≡勿 133

0　　　　　　　　　5cm

ヒ＝「－T一二Ⅰ＝∃（1／3）

（この縮尺は133のみ）

47

′
＼町

■一一‾三一
10cm

Fig・58　SEO28出土遺物実測図－3



－」　＝≠一一

135

一二－一二1

10cm

137

Fig．59　SEO28出土遺物実測図－4

遺 物 番 号 層 位 器 種
法 量 （0m ）

色 調 特　　　 徴 時 期口 径 底 径 器 高

10 7
中層 弥 生 土 器

7 5．0 〔6 8 ・0〕
にぷ い橙

甕の口緑部か ら胴部まで残存。鹿部か ら胴部下半が全 く無 く、井戸

の枠 として利用が考えられる。外面は摩滅 しているが　 ハケ 目が施
弥 生 中期下層

甕 7．5 Y R 7 ／4
ヽされ、内面はヘラ削 り、とハケ目が施 される。 口縁部は横ナデ。口

縁部下 に突帯 が 1条巡 り、胴部は 2 条巡る。

1 0 8
中 層 弥 生 土 器

や （2 2．5） 〔1 5 ・2〕
に ぷ い 黄 橙

鹿部は残存せず、 口縁部 も一部のみ残存す る。 田縁部 は屈折 し、 く

の字に近い。外面はハケ 目、口緑部付近はハケ後ナデで 口緑部は横
弥生 後 期下 層

甕 10 Y R 7 ／3 ナデ。内面はへラ削 りで、胴部はナデ。

1 0 9
中層 弥 生 土 器

16．2 8 ・3 1 5 ．9
灰 黄 褐

鹿部 は平底で、僅か に上 げ底にな ってい る。 内外面 ともハ ケ目で、

口縁部 は横 ナデ。 内面鹿 部はナデ。田縁部が欠損 してい るが　 2 個
弥 生 後 期下 層

甕 10 Y R 6 ／2
ヽ1対の穿孔があ ったと推測 され る。

1 10
中層

下 層

弥 生 土 器

甕

7・8 9 ．4
に ぷ い黄 橙

1 0 Y R 6 ／3

甕 の鹿部のみ残存。 外面は縦方向のハ ケ臥 内面 はナデが施され、

指頭圧痕 が僅 かに残 る。
弥 生 後 期

1 1 1 中層

弥生 土 器

甕

（1 9・6） 〔1 1 ・4〕
浅 黄

2．5 Y 7 ／3

外面はハ ケ目、内面はヘ ラ削 りが施 され、縦方向 の工具 痕が残 る。

口縁部 は横 ナデが施され、先端付近に刻 目が施され る。
弥 生 後 期

1 1 2

上 層

中層

下 層

吉 武 土 師 器

甕

（1 5・4 ） 1 1 ．0
灰 黄

2・5 Y 7 ／2

布留系の甕か。外面はハケ 目、内面はヘ ラ削 り、 口縁部 は横 ナデが

施されている。胎土は砂粒を多量に含む。

．J－・

弥 生後 期

1 1 3 下 層　 舗

弥 生 土 器

2 2．4 8 ．8 1 9 ．8
浅 黄 橙

鹿部 は平底、 口縁部 はくの字 に折れ、外反 する。 外面はハケ 目が施

され、内面 は鹿部付近 はナデ だが、上位 はヘ ラ削 り後 、ナデ。口縁
弥 生 後 期

＝土こご宣言 7．5 Y R 8 ／3 部は内外共に横ナデ。

1 1 4 中 層　 け／

弥 生 土 器

甕

10 ．0 〔1 9 ・8〕
橙

5 Y R 6 ／6

甕 の胴部 から鹿部のみ残存 。鹿 部は平底 。外面はハケ 目、内面は底

部付近 に指頭圧痕 が残 る。胎土 は砂粒 を多量 に含む。
弥 生 中期

（）内の数値は推定の法量、〔〕内の数値は残存部の法量を表す

Tab23．SEO28出土遺物観察表－1
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遺 物 番 号 層 位 器 種

法 童 （0m ）

色 調 特　　　 徴

一七日戸一Lや　　　　　　ヽ

時 期

口 径 底 径 器 高

1 15

中 層

下 層

弥 生 土 器

－＝圭こさ宜巨

（9 ．1） 8 ・2 2 3 ．1

′

赤 褐

5Y R 4 ／8　 し

赤色 顔料 を塗 布 した袋状 口縁壷。 口縁 直下 に突 吊が 1 条巡 る。外

面 はヘ ラ磨 きが施 され る。 口縁部 内面 は横 ナデ、頸部 はナデ上 げて

るヽ。

弥 生 中 期

1 1 6 中層　 hの

弥 生 土 器

9 ．0 〔19 ．5 〕

′

に ぷ い 赤 褐

赤色 顔料を塗布 した壷の胴部下半か ら鹿部まで。外面は横方向のヘ

ラ磨 き、内面は縦方向のハケ 目が施され、鹿部付近は横ナデで、指
弥 生 中期

＝こ土ご至宝

5 Y R 5 ／4
頭圧痕が残 る。胎士は僅かに金雲母が含まれる。

－L　　　　　　ヽ　　　ヽ

1 17 下 層

弥 生 土 器

二王ご当室

9 ．3 〔1 5 ．6 〕

ノ

明 赤 褐

2 ．5Y R 5 ／8

赤色顔料 を塗布 した壷 で、胴部下半 から鹿部が残存。外面 は横方向

のへ ラ磨きが施 され、内面 はナ デで、指頭圧痕 が僅 かに残 る。

JL　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　一一1′

弥 生 中 期

1 1 8 下層　 況

弥 生 土 器

6 ．7 〔17 14 〕
橙

外 面へラ磨きの赤色顔料を塗布 した壷。内面は鹿部付近はヘフ削 り

が施され る。鹿部 と胴部は指頭圧痕が残 り、胴部最奥は爪痕がほぼ 弥 生 中期

－＝土ご宜巨

2 ．5 Y R 6 ／8
1 周す ると見 られる。胎土はきめが細か く、僅かに金雲母が含まれ

る。

－L　　　 ヰ手．　　　　　　 言　　　　　　　　 ㎡　立　一　dナ

1 19 下 層

弥 生 土 器

13 ．2 8 ．8 2 0 ．5
赤 褐

赤色顔料 を塗布 した直 言壷。 口縁部を僅か に欠損す る。 田縁郡に焼

成前 の穿孔 が 1 対 ある。外面は縦 方向のハ ケ 目、 口縁部 は外面が 弥 生 中 期

－ニヒ
隻E

5Y R 4 ／6
ナデ 、内面は横方向のヘ ラ削り。 内面胴部 はへラ削 り。胎土 には粗

い砂 粒を含む。，

－L　　　－lL　　　　　　廿　 ヾヽ

12 0 下層

弥 生 土 器

7 ．4 〔2 1 ．4 〕
明 赤 褐

赤色 顔料を塗布 した壷。口縁部を欠損す る。頸部上部に突吊が巡 る。

外面 は胴部下半部は横方向のへラ磨き、胴部上半分か ら頸部は縦方
弥 生 中期

－＝土ゴ宜巨

2 ．5 Y R 5 ／8
向のへ ラ磨 き。内面頸部はナデ。胎土は精良。

－L

1 2 1 中層

弥 生 土 器

14 ・8 1 0 ・3 3 2 ．5
にぷ い 黄 橙

完形 の袋状 口縁壷。赤色顔料 は口縁部か ら胴部 中央まで塗布され、

な びいた ような痕が残 る。 頸部の付け根 と口縁部 下に突帯が巡 る。 弥生 中 期

＝士ご宝玉

1 0 Y R 6 ／3
外面 はヘラ削 り、口縁部 は横 ナデ、内面 はナデ。胎土 は粗い砂粒を

含 む。

玉　　　　　　　　　　　 ．一一や

1 2 2 下層

弥 生 土 器

ここ土ご隻巨

9 ．2 8 ．4 2 0 ・8
に ぷ い 黄 橙

10 Y R 6 ／4

口縁部を少 し欠損する袋状田縁壷。外面はハケ目、口縁部 は横ナァ。

内面は胴部下半部はへラ削 り、それよ り上部はナデ。胎土は精 良。

＝士ニー　　　　　㎡　　　　　　　　　　　　　　　 ゼナ　。

弥 生 中期

1 2 3 中層

弥 生 土 器

10 ．6 9 ・0 2 7 ．3
橙

赤色 顔料を塗布 した完形 の袋状 口縁 弘 田縁部下 には突田が 1 条

巡 る。外面胴部下半部 はハ ケ目、頸部か ら口緑部 は横ナデ。 内面は 弥 生 中期

＝こ土ゴ宝亘

5 Y R 6 ／8
ナ デ、鹿部付近には指頭圧痕 が残 る。胎土 は金雲母 を僅か に含む。

、．ユー－2・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 寸

12 4

中層

下 層

弥 生 土 器

1 4 ・9 8 ．3 2 0 ．9
明 赤 褐

赤色顔料を塗布 した直言壷。焼成 剛の穿孔 1 対あったと思われるが、

胴部 から口縁部にかけ て欠損する ため、 1 箇 所 しか確認で きない。

ヽ
弥 生 中 期

一＝ヒ宜巨

2 ．5 Y R 5 ／8
外面 はハケ 目、 口縁部は横ナデ。内面はナデ、指頭圧痕が僅かに残

る。胎土 は砂粒を含む。

1 2 5 中層

弥 生 土 器

－＝土ゴ宣言

8 ．2 〔1 0 ．4 〕
灰 黄

2 ．5Y R 6 ／2

鹿部 から胴部途 中まで残存。外面 は縦方向のパケ 目でやや摩滅 して

い る。内面は鹿部付近 はナデ上 げており、胴部 はヘ ラ削 りが施され

る。

一．1／　　　　　　　 一一や　　　　立

弥生 中 期

1 2 6 中 層

弥生 土 器

〔1 1 ．8 〕
に ぷ い 黄 褐

壷の胴部のみ残存。外面はヘラ削 り、内面はヘフ削 りとナァ、鹿 部

付近はハケ 目が施される。内面胴部の張 り出 した部分にはナデ時の
弥 生 中期

＝±ご宜巨

．10 Y R 5 ／3
ものと思 われ る爪の痕が残 る。

′廿・　。

1 2 7 下 層

弥 生 土 器

8 ・5 7 ．9 2 2 ．9
に ぷ い 橙

赤 色顔料 を塗 布 した完形 の袋状 口緑 壷。口縁部下 には突帯が 1 条

巡 る。顔料は内面に も僅かに付着する。外面 は胴部下半部がパケ 目、

－ナCIC1－－．　L
・弥 生 中 期

一二ヒ
宣E

7 ．5Y R 6 ／4
胴 上部か ら口縁部はナデ。内面 は頚部 はナデ上 げてお り、指鎖圧痕

が残 る。

ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や

1 2 8 下 層

弥 生 土器

－＝土ゴ宝玉

6 ．8 〔14 ．0 〕
明 赤 褐

2 ．5 Y R 5 ／6

赤色顔料を塗布 した壷。鹿部か ら胴部のみ残存。鹿部は上げ底になっ

て いる。外面はハケ 目後ナデ、内面はナデ。胎上は金雲母を含む。

．／

弥 生 中 期

12 9 下 層

弥 生 土 器

－＝こヒ当室

7 ．4 5 ．7 1 4 ・1
に ぷ い 橙

7 ．5Y R 7 ／3

小 型の袋 状1－」緑壷。 上土緑部を僅か に欠損す る。外 面冊 ハケ L一L L J緑

部 は横ナデ。内面は頭部が縦ナデ 、口縁部が横ナ デ。胎土は精良。

－　　ヽ一11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 一　　ノゝ

弥 生 中期

1 3 0 下 層

弥 生 土 器

1 5 ．0 8 ．5 17 ．8
に ぷ い 黄 欄

完形 の和 1 壷O 「‾1縁郡 に 1 対 の焼成両 の穿孔が ある。 外面は 一m

婆1 畑こナ デ。内面も全耐 勺にナデ であるが、一服 こへラの痕 が残 る

1－1

。 弥 生 中 期

＝士ご互E

10 Y R 7 ／2
胎 上は金雲 母を含むO

（ ）内の数値は推定 の法 は 〔 〕内0）数値は残存吾i00 法晶を表す

Tab24．SEO28出土遺物観察表－2
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遺物番号 層位 器 種
法 童 （0m ）

色 調 特　　　 徴 時 期
口 径 底 径 器 高

13 1 中層

弥生土器

高杯

8・8 〔6 ．1〕
灰 白

5Y R 7／1

高坪の脚部のみ残存。外面は摩滅が著 しいため、調整痕は不明。脚

の内面に巻き上げの痕が残るO
弥生時代

132 中層

石製品

柱状片刃石斧

長 さ 幅 厚 さ
刃部側を欠損しているが小形方柱状片刃石斧である。表面に細かな

削痕が残る。
弥生時 代

〔5．8〕 1・4 1．65

1 3 3 中層

石製 品

砥石

〔14．1〕 5．7 2・1

両端部は欠損する。使用面は2 両。細かい削痕と溝状の使用痕が

残る。
弥生時代

134 中層

木製品

杯

口 径 底 径 器 高
鹿部のみ残存し、平底。内外面とも削り痕が残るO

弥生時代

－ 6．2 〔3．7〕

13 5 下層

木製品

容器

到り抜きの椀。大部分が欠損している。厚みは5m m 弱で薄く、脆

い。内面に僅かに赤色顔料の付着が確認される。
弥生 時代

136 中層

木製品

不明

長 さ 径 棒状の木製品の先端部のみ残存。断面は半円形を呈す。先端は丸み

を持って尖るO
弥生時代

〔9・9〕 3．5

1 3 7 下層

木製 品

容器
1．7

到り抜きの把手付きの容器で、鹿部、胴部は欠損する°把手には方

形の孔を穿つ。内外面に細かい加工痕が残るO
弥生時 代

138 下層

木製品

杵

長 さ 最大径
端部はやや丸みを帯びる。断面はやや扁平を呈する。掘り部は細く

切り出している。
弥生時代

〔30．0〕 5・7

（）内の数値は推定の法呈、〔〕内の数億は残存部の法量を表す

Tab25・SEO28出土遺物観察表－3

SX029　不明遺構

平面形態は不整形で、最も幅のある箇所で約6・Omを測る。底面は凹凸が著しく、確認面からの深

さは0．1m前後を測る。埋土には炭化物や粘土等を僅かに含み、底面には被熱作用を受けた箇所が認

められる。遺物は全く出土せず、遺構の性格や時代とも不明である。
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澄lロ CD

CD
。

∃

1．褐色土　7．5YR4／4　しまり有り　粘性有り
ロームブロックを含む

2・褐色土　7．5YR4／4しまり有り　粘性有り
粘土少量、炭化物微量含む

3．褐色土　7．5YR4／4　しまり有り　粘性有り
ロームブロックを多量に含む

0　　　　　　　　1m

L田lⅰ　　一一二］（1／60）

Fig．60　SXO29遺構平断面図

142

5cm　　　　0　　　　　　　5C誓
（1，／2）　　ヒ＝Ⅰ■T一一一一一一一Ⅰ＝∃（1／3）

（この縮尺は141のみ）　　（この縮尺は142のみ）

10cm

Fig・61SXO29出土遺物実測図
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遺物番 号 層位 器 種
法 量 （cm ）

色 調 特　　　 徴 時 期

口 径 底 径 器 高

13 9 下層

弥生土器

高輝

14 ．2 〔7．7〕
赤褐

2．5Y R 4！6

高坪の塔部のみ残存。全面に赤色顔料が施される。外面は摩滅して

いるが、僅かに磨きが確認できる。胎土は砂粒を含む。
弥生 中期

140 下層

土 師器

13 ．0 〔6・0〕
橙

鉢か碗。鹿部は外面は丸底で、内面には稜があり、平底となる。口

縁部はやや内湾している。外面はハケ目、外面はへラ削りが施され
古墳 時代

鉢
7．5Y R 6／6 る。胎土は僅かに砂粒を含む。

14 1 表土

土製 品

土錘

縦

3・3

横

3 ．4

厚 さ

1．8

褐灰

5Y R 6／1

やや扁平を呈す。径 5m m 程度の孔がある。胎土には砂粒を多量含

む。
弥生 時代

／．・ヽ－．／
古墳 時代

142 表土

石製 品

石錘

縦

6．0

横

6 ．25
6．0

表面は部分的に欠損している。鹿部はほぼ平坦。

頭頂部の孔は 14m m 程度の深さで、貫通はしていない。
弥生 時代

143 上層

青磁

碗

（16・4） 〔4 ．6 〕

竜泉窯系の青磁。口縁から休部にかけての一部が残存。外面は蓬弁

紋。SD0 15 溝跡の上層出土であったが、遺構検出時のため、整地

層 （表土）から混入した可能性がある0
中世

14 4 撹乱

須恵器

蓋

16／1 2 ．8
灰 白

N 7／0

ほぼ完形の蓋。天井部は回転へラ削りが施される。

奈 良

145 撹乱

須恵器

壷

2 ．5
灰

10 Y 5／1

丸底の壷の鹿部のみ残存。回転へラ削りが施される。外面鹿部には

「×」の字状に刻みがある。胎士は精良で、僅かに砂粒が混じる。
不明

日内の数値は推定の法量、〔〕内の数値は残存部の法義を表す

Tab26．SXO29出土遺物観察表
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Ⅳ・まとめ

1．第82次調査の成果

比恵遺跡群の調査は、今回で第82次を数えることからも、これまで頻繁に発掘調査が繰り返され

たことが物語られている。それは市街地ということで開発にさらされる頻度の多さや、内包する遺跡

が旧石器時代から中世にかけてと、幅があり広範囲に及ぶのもさることながら、遺構及び遺物の密度

もかなり高い内容にあることがあげられる。その中でも弥生時代が主体となるのは、あえて言うに及

ばず、当然に第82次発掘調査でも、この弥生時代中期後葉から古墳時代前期にかけての遺構が主体

となっている。

そこで確認された主な遺構数を列記してみると、井戸跡がとびぬけて多く22基であるのに対し、

竪穴式住居跡は僅か2軒であるOこうした数量の構成から、一見するとかなり不自然な印象を受け

ることは否めないOしかし、今回の調査箇所を含む周辺部を見回すと、後世の大規模開発において、

平坦化されていることに気づかざれるOすると掘り込みの浅い、竪穴式住居跡や掘立柱建物跡などの

ような遺構は、既に消滅してしまったと推測される○それ故に余りにも多いと感じた井戸跡は、単純

に深いという理由から残存し易かったと判断できる○そうするとどうであろう、比恵遺跡には大規模

な集落が形成されていた景観が見えてきそうである。

その井戸跡であるが、ほとんどの遺構の底からは、完全な形をした甕や壷が多数出土する。それも

弥生時代中期の出土量が最も多く、器面を鮮やかに丹塗りし、さらには磨きを施す手の込んだものも

少なくない。こうした状況の背景には、井戸を潰す際の祭祀行為を読み取ることができる。これは何

も今回の調査だけに限った事ではないが、以前の事例も含めると、比恵遺跡では普遍的に行われてい

た行為と捉える事ができる。

後期以降になると一つの井戸跡から出土する、完全な形をした土器の童は減少する傾向にあるOそ

の中にあってSEO21から出土した長頸壷のように、その張り出した胴部には簡素だが洗練された線

刻画が描かれるものもある。いったい何をモチーフにしたかは、見る側の夫々に受け取りようもある

だろうが、その意匠性に弥生人の感性を微かに触れた思いがする。そして弥生の優美な土器に代わり、

庄内系や布留系と思われる搬入系土器の姿が目立つようになる。

ところでSEOO3・SEO27・SEO28からは、大型の甕が出土しているが、胴部のみ、あるいは胴部

下半分が全く認められない点に注目しておきたい○出土した時の状況は、井戸跡の下層から破片が折

り重なるようにして確認された。こうした状況から、当初は投棄されたものと考えていたが、接合し

てみると下半分が打ち欠いて無いのである。これも祭祀的な意図の可能性を推測してみたが、例えば

井戸の枠など機能的な要素も同時に考えられる。とすれば、どの辺りに据えられていたのかが問題と

なってくる。それは地上であれば井桁的なものであり、壁面では井側となり、底においては水潤の機

能と場所によって機能性は全く異なるからに他ならない。

さて、出土時の位置関係を改めて検討してみると、いずれもが底面から少し浮いた位置にある。つ

まりほ、底に据えられたものではないことはこれで判断できるO次に土器と井戸の直径を比較すると、

井戸の掘り込みの方がどうしても大きい。要するに板材などで桟木を渡さない限り、直接は据えるこ

とは不可能と言える。では、井戸の途中ではどうであろうか。甕の破片が集中して確認されるのは、

八女粘土層が井戸壁面となるの深さである○この上面には鳥栖ローム層がのっているが、遺構はこの
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面を掘り込み確認される。鳥栖ローム層は硬くしまり堆積しているのに対し、八女粘土層は緩く脆い。

実際に今回の発掘途中でも、惨みだす湧水も手伝い、八女粘土層はさらに脆弱化しては崩落を繰り返

した。今回確認した他の多くの井戸跡も同様に、おおよそこの部分が大きく挟れているのをよく見か

けた。こうした形状は構築時の原型ではなく、自然に崩落した結果において形成されたものと捉えら

れ、著しいものは袋状にまで及ぶ。そうすると、この最も脆弱な箇所には、井壁を保持させる工夫が

必要とされ、円筒にした大型の甕が用いられたと推測する。その出土状況も、井壁の土庄に耐えかね

てか、内側に折り重なるような状態であった。

2．比恵遺跡群の意義

比恵遺跡群の周囲をざっと見渡すだけでも、東には浅い谷地形を境に那珂遺跡群が連続し、前方後

円墳である那珂八幡古墳と東光寺剣塚古墳も内包する○さらに南側に眼をやれば、主なものでも板付

遺跡・諸岡遺跡群・井尻遺跡群等々、また御笠川を挟んだ対岸側には雀居遺跡をはじめ枚挙がない。

少し春日丘陵まで足を延ばせば、奴国の中心地であり、その権力者を埋葬したと考えられる須玖岡本

遺跡や、これを取り巻く多くの遺跡群が所狭しと点在し、まさに福岡平野においても弥生から古墳時

代にかけて遺跡銀座の観を呈する。

ところで比恵遺跡群の変遷は、まず弥生時代前期に台地の北側と西側に集落が出現することにはじ

まる。そして中期になると集落は、台地全体に広がる様相をみせ、中央部には甕棺墓が構築される。

さらに後期に入ると青銅器生産に用いる土製取瓶が第40次調査で、さらに第48次では広形鋼矛鋳

型が確認され、生産活動も積極的に行われていたことを窺わせる。

古墳時代も相変わらず営みは継続されていくが、後期になると大型の掘立柱建物群やこれに伴う柵

列が、第8次調査で認められている。これについては、『日本書紀』宣化元（536）年五月条に「宮

家を那津の口に修り造てよ・‥亦諸郡に課せて分り移して、那津の口に賢めて建て・‥」と見ら

れる、この「那津宮家」の可能性が指摘されている。さらに北東側に約300m離れた第13次調査でも、

規模の大きな掘立柱建物跡と柵列が発見されており蓋然性が高まった。

実に簡単ではあるが、こうして比恵遺跡群の概要を眺めただけでも、この地域一帯がいかに弥生及

び古墳時代を知る上で重要であるか理解できるはずだOそれは一地域に留まるものでなく、噛み砕い

て言うならば、このアジアの東端とも言える列島内で、いち早く稲作文化を受け入れた先進地域とし

て、さらに57年の『後漢書東夷伝』、3世紀代の『親志倭人伝』と、中国側の史料に二度も登場す

る奴国の故地でもある。そして大和政権の対外交政策の機能をも併せ持ったであろう官街の存在へと、

連綿とこの地に続く歴史は、常に大陸との関係の中で語られる舞台であった。そう考えると比恵遺跡

群が携わった役割も、決して少なくないはずである。

JR博多駅の南側、市街地という開発の波に常にさらされ続けた場所にあって、よく今日まで貴重

な資料をとどめてくれた。まだまだ多くの問題点を残すところが多く、言い換えるなら弥生文化の受

容、クこの発生と消長、大和政権の外交政策と九州の内治など、注目に値する史実が数多く内包され

ている。こうした課題を一つ一つ明らかにして行く上で、比恵遺跡群の持つ価値というものは更に高

まりを見せるであろうし、そうした認識の下で多くの市民にも親しまれる遺跡であることを願ってや
まない。
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PLl

①・SCOO6　竪穴式住居跡（南西から）

③・SDO15・016　溝跡（北東から）
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②．SCOO7　竪穴式住居跡（北西から）

④・SDO15　溝跡　作業風景（北東から）

⑤．調査地区中央付近の井戸跡集中箇所（北東から）



PL2

⑥・SEOOl　井戸跡遺物出土状況（南東から）

⑧．SEOO9　井戸跡遺物出土状況（西から）

⑩．SEO19　井戸跡遺物出土状況（北西から）
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⑦．SEOO5　井戸跡遺物出土状況（北から）

⑨・SEOO9　井戸跡から出土した壷

⑪・SEO21井戸跡遺物出土状況（南西から）



PL3

⑫・SEO25　井戸跡遺物出土状況（南から）

⑭・SEO27　井戸跡下層上面遺物出土状況

（北西から）

⑯．sEO28　井戸跡下層上面遺物出土状況（北から）
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⑱．井戸跡掘削作業風景

⑮・SEO28　半裁完掘状況（北から）

⑰．SXO29　不明遺構（北東から）
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ふ　 り　 が　 な ひえいせきぐん

書　　　　 名 比恵遺跡群

副　 書　 名 第 82 次調査報告

巻　　　　 次 37

シ リ ー ズ 名 福岡市埋蔵文化財調査報告書

シリーズ番号 第 83 2 集

編　 著　 者　 名 堀苑孝志　　 中山　 浩　　 入江俊之

編　 集　 機　 関 岡三 リビック株式会社　 埋蔵文化財調査室

所　 在　 地 〒 10 8 －0 0 23　東京都港区芝浦 4 － 16 －2 3　A Q U A CITY 芝浦　 T EL　0 3－5 44 2－19 80

発 行 年 月 日 2 00 4 年　 8 月　 3 1 日

ふりがな

所収遺跡

ふ りがな

所在地

コー ド 北　 緯

。　／　　〝

東　 経

。　／　　〝
調査期間

調査面積

2m

調査原因
市町村 遺跡番号

ひ　え　いせきぐん
比恵遺跡群

ふくおかけん　　ふくおか　し
福岡県　 福岡市 40 132 0 30 8 3 3。 130。 20 03．5．6 約 13 60・0 大型食料品店

ほかた　く　　　はかた　えき
博多区　 博多駅

みなみ南 6 丁目9 番 7

言一号

3 4′

25′′

26′

03′′

／－　）

20 03・8・14

店舗建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

比恵遺跡群 集落 弥生時代 竪穴住居　　 2 軒 弥生式土器 弥生時代 中期か ら古墳

～古墳時代 井戸　　　 22 基

溝　　　　　 3 条

土坑　　　 1基

須恵器

土師器

石製品

木製品

貿易陶磁器

時代の集落跡。
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